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「貨幣の資本への転化」の論理 
川 崎 誠
筆者はかつて，『資本論』二十三章「資本主義的蓄積の一般的法則」を
『大論理学』の論理展開と対応させて読解した（１）。本稿も同じく二つのテ
キストの論理を追う。採り上げるのは『資本論』第四章「貨幣の資本への
転化」と『大論理学』本質論の「絶対的なもの」章である（２）。以下ではま
ず『資本論』のパラグラフ毎の叙述とそれに対応する『大論理学』の叙述
を全文掲載し，次いで本稿の読みを記す。と題する本号は前者「第一節
資本の一般的定式」に当たる部分の読解である（３）。
（１）第一節資本の一般的定式 一パラグラフ
商品流通は資本の出発点である Die Waarencirkulation ist der Ausgangspunkt
des Kapitals。商品生産，および発達した商品流通――商業――は，資本が
成立する歴史的前提をなす Waarenproduktion und entwickelte Waarencirkulation,
Handel, bilden die historischen Voraussetzungen, unter denen es entsteht。世界商業
および世界市場は，一六世紀に資本の近代的生活史を開く Welthandel und
Weltmarkt eroffnen im 16. Jahrhundert die moderne Lebensgeschichte des Kapitals。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 一パラグラフ 第一文～第三文
絶対的なものは存

在

であるばかりでなく，ま

た

本

質

で

も

ある Das Abso-
lute ist nicht nur das Sein, noch auch das Wesen。前者は最初の反省していない
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直接態であり，後者は反省した直接態である Jene ist die erste unreflektierte
Unmittelbarkeit, diese die reflektierte；さらにそれぞれが自分自身のもとで総
体性であるが，しかし一つの規定された総体性である jedes ist ferner Totali-
tät an ihm selbst, aber eine bestimmte。（３）
『大論理学』に即してまずは「存在と本質」の確認をしておこう。
存

在

の真

理

態

は本

質

である。…この（真理態の）認識は直接に本質の
もとに・また本質のなかにみいだされるのではなくて，［本質にとっ
ての］或る他者・すなわち存在から出発して beginnt，或る予備的な
道を・すなわち存在をこえでる運動あるいはむしろ存在へと入りこむ
運動をなしている道を歩まなければならない。（p.１５）
そして「絶対的なもの」については次のように説かれる。
絶対的なものの単一な・しっかりとした同一性 die einfache gediegene
Identität des Absolutenは無規定的である，換言すればこの同一性におい
ては本

質

と現

実

存

在

あるいは存

在

一般の・ならびにまた反

省

のあらゆ
る規定態がむしろ解消されている。（p.２１９）
したがって「絶対的なものの単一な・混じりけのない gediegene同一性」
において「出発点 Ausgangspunkt ; Beginn」はすでに出発点としては揚棄さ
れており，「絶対的なものは存在であるばかりでなく，また本質でもある」
とはこのことを含意する。資本とは「資本主義的生産様式の支

配

し

て

い

る

諸社会 die Gesellschaften, in welchen kapitalistische Produktiosweise herrscht」（第一章
第一節 p.５９。傍点引用者）における絶対的なものであるから，「商品流通が資本
の出発点である」とき前者は後者において揚棄されていよう。
では揚棄された商品流通は絶対的なものの同一性において把捉されえな
いのか。そうではない。上述（存在の真理態は本質である）のように「商品流
通（存在）は最初の反省していない直接態であり，資本（本質）は反省した
直接態である」のだから，「商品生産，および発達した商品流通――商業――
260
は，資本が成立する歴史的前提をなす」。このことは前者の定立がすでに
成立した後者において回顧的に rétrospectifなされる，ということである（「定

立

的

反省は前

提

的

反省であるが，しかし前

提

的

反省として［ありながら］端的に定

立

的

反省である」（p.３４））。
さて，「絶対的なもの」について以文社版訳者・寺沢恒信は次のように
注している。
「絶対的なもの」には，一般的にいって，「相対的なもの」（Ｙ１）に対
立している「絶対的なもの」（Ｘ１）と，Ｘ１とＹ１との対立を超えてお
り・この対立を自己のうちに包みこんでいる「絶対的なもの」（Ｘ０）
とがある。（p.３８０訳者注２）
そしてさらに
絶対的なものが総体性として思いうかべられているのは，絶対的なも
のが，Ｘ１とＹ１との対立を超えたもの・この対立を自己のうちに包み
込んだものとしてとらえられているからである。（p.３８１訳者注４）
と述べている。これを参考にすれば，商品流通：「相対的なもの」（Ｙ１），
商品流通に対立している資本：「相対的なもの」（Ｙ１）に対立している「絶
対的なもの」（Ｘ１），資本：Ｘ１とＹ１との対立を超えており・この対立を自
己のうちに包みこんでいる「絶対的なもの」（Ｘ０），である。そして資本（Ｘ０）
が総体性であるが，ただしＸ０がＸ０に達する以前の論理段階においては「絶
対的なもの」（Ｘ１）としての資本もやはり絶対的なものとして総体性であ
り，対立する商品流通もまた総体性である（「それぞれが自分自身のもとで総体
性であるが，しかし一つの規定された総体性である」）。その上で上述のように「絶
対的なものの単一な・しっかりとした同一性は無規定的である」が，その
「絶対的なものが何であるかということが呈示されるべきである es soll aber
dargestellt werden, was das Absolute ist」（p.２１９）のだから，「否定する運動（規定
態の解消）と定立する（規定）運動とが（相互に）外

的

（な）反省に属する das
Negieren und das Setzen der äußeren Reflexion angehört」（同。傍点は引用者）という，
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そのままに留まることはできない。「世界商業および世界市場は，（契機と
なって）一六世紀に資本の近代的生活史を開く」ということが，論理的に
は「絶対的なものの開陳」に向けた二つの運動の連関である。
（２）第一節資本の一般的定式 二パラグラフ
商品流通の素材的内容，すなわちさまざまな使用価値の交換を度外視し
て，この過程が生み出す経済的諸形態だけを考察するならば，われわれは，
この過程の最後の産物として，貨幣を見いだす Sehen wir ab vom stofflichen In-
halt der Waarencirkulation, vom Austausch der verschieden Gebrauchswerthe, und be-
trachten wir nur die ökonomischen Formen, die dieser Proceß erzeugt, so finden wir als
sein letztes Produkt das Geld。商品流通のこの最後の産物が，資本の最初の現
象形態である Dies letzte Produkt der Waarencirkulation ist die erste Erscheinungsform
des Kapitals。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 一パラグラフ 第四文
本質のもとでは存在は現

実

存

在

として現われでる，そして存在と本質
との関係は自己を規定して内のものと外のものとの相関にまで進んだの
である Am Wesen tritt das Sein als Existenz hervor, und die Beziehung von Sein und
Wesen hat sich bis zum Verhältnisse des Inneren und Äußeren fortgebildet。
「現実存在」について『大論理学』は次のように説く。
存在は絶対的な抽象態である。この否定態は存在にとって外的なもの
ではない，そうではなくてこの絶対的否定態としてのみ存在は存在で
あり，存在以外のなにものでもない。この絶対的否定態のゆえに存在
は自己を揚棄する存在としてのみあり，かくて本

質

である。だが逆に
本質は自己との単一な相等性として同じくまた存

在

である。存在論は
「存

在

は

本

質

で

あ

る

」という第一の命題を含んでいる。「本

質

は

存

在

で

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あ

る

」という第二の命題が本質論の第一編の内容をなしている。だが
本質が自己をそれたらしめるこの存在は本

質

的

存

在

・すなわち現

実

存

在

である。否定態と内面態とから外に出ている存在 ein Herausgegangen-
sein aus der Negativität und Innerlichkeit［である］。（p.１４７）
この叙述と「世界商業および世界市場は，一六世紀に資本の近代的生活史
を開く」（前パラグラフ）を併せ考えれば，「商品流通の素材的内容，すなわ
ちさまざまな使用価値の交換を度外視する」したがって「捨象する（抽象
する）」とは，商

品

流

通

に

お

い

て

使用価値を「絶対的な抽象態」とみなす
ことである。このとき商品は価値形態にある。「商品は，自然形態と価値
形態という二重形態をもつ限りでのみ，商品として現われ，言い換えれば，
商品という形態をとる」（第一章第三節 p.８０）からである。そして商品流通に
おける諸商品は相対的価値形態か等価形態であるから「この（商品流通）
過程が生み出す経済的諸形態（相対的価値形態・等価形態）だけを考察する」
とされるが，その価値形態の最後に「貨幣形態」が得られることもすでに
説かれていた（第一章第三節）。それゆえ「その絶対的否定態のゆえに存在（使
用価値）は自己を揚棄する存在としてのみあり，かくて本質である」が，「だ
が逆に本質（価値）は自己との単一な相等性として同じくまた存在」であ
って，それが「現実存在として現われでる」ところの「貨幣」である。
そして「本

質

は

現

象

せ

ざ

る

を

え

な

い

」（p.１４７）が，それは「本質が自己を
それたらしめる」からである。現象については次のようにも説かれる。
或るものが何であるかということはそれだからまったく或るものの外
面態のうちにある Was Etwas ist, das ist es daher ganz in seiner Äußerlichkeit。
…それの現象は他者への反省であるばかりでなく自己への反省であり，
それの外面態はそれだからそれが本来的［潜在的］にあるところのも
のの発現である Seine Erscheinung ist nicht nur die Reflexion in Anderes, son-
dern in sich, und seine Äußerlichkeit daher die Äußerung dessen, was es an sich ist。
（p.２１５）
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だから商品流通の最後の産物（貨幣）が「資本の最初の現象形態」である
ことは，資本の何であるか（本質）がその外面態たる貨幣のうちにあると
いうこと・換言して資本と貨幣とが「内のものと外のものとの相関」にあ
ることにほかならない（４）。
（３）第一節資本の一般的定式 三パラグラフ
歴史的には，資本は，どこでも最初はまず貨幣の形態で，貨幣財産すな
わち商人資本および高利貸資本として，土地所有に相対する Historisch tritt
das Kapital dem Grundeigenthum überall zunächst in der Form von Geld gegenüber, als
Geldvermögen, Kauffmanskapital und Wucherkapital。とはいえ，貨幣を資本の最
初の現象形態として認識するためには，資本の成立史を回顧する必要はな
い Jedoch bedarf es nicht des Rückblicks auf die Entstehungsgeschichte des Kapitals, um
das Geld als seine erste Erscheinungsform zu erkennen。同じ歴史が，日々，われ
われの目の前で繰り広げられている Dieselbe Geschichte spielt täglich vor unsren
Augen。新たな資本は，いずれも，まずもって，いまなお貨幣――一定の
諸過程を経てみずからを資本に転化すべき――として，舞台に，すなわち
商品市場，労働市場，または貨幣市場という市場に登場する Jedes neue Kapi-
tal betritt in erster Instanz die Bühne, d.h. den Markt, Waarenmarkt, Arbeitsmarkt oder
Geldmarkt, immer noch als das Geld, Geld, das sich durch bestimmte Processe in Kapital
verwandeln sollen。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 一パラグラフ 第五文～第七文
内

の

も

の

は本

質

である，だが存

在

へと関

係

づ

け

ら

れ

て

おりかつ直接的
に存

在

であるという規定を本質的にもっている総

体

性

として［の本質で
ある］Das Innere ist das Wesen, aber als die Totalität , welche wesentlich die Bestim-
mung hat, auf das Sein bezogen und unmittelbar Sein zu sein。外

の

も

の

は存

在

であ
る，だが反

省

へと関

係

づ

け

ら

れ

て

おりかつ直接的にはまたまさに本質と
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の相関を欠いた同一性であるという本質規定をともなった［存在であ
る］Das Äußere ist das Sein , aber mit der wesentlichen Bestimmung, auf die Reflexion
bezogen , unmittelbar ebenso verhältnislose Identität mit dem Wesen zu sein。絶対的
なものそのものはこれら両者の絶対的統一である Das Absolute selbst ist die
absolute Einheit beider。
資本主義的生産様式にあっては資本と貨幣とが内のものと外のものとの
相関にあったが（前パラグラフ），「歴史的には」その「貨幣の形態」・「貨幣
財産 Geldvermögenすなわち商人資本および高利貸資本」が「土地所有［土
地財産］Grundeigentum」に「相対する」。だからなるほど資本は絶対的なも
のであるが，それは相対的なもの（Ｙ１）に相対する絶対的なもの（Ｘ１）
である。かくして「内のもの」・「本質」（資本）は「存在（土地所有）へと関
係づけられて（「相対して」）おりかつ直接的に存在（貨幣財産）であるという
規定を本質的にもっている総体性としての本質である」。
そして「われわれの目の前 vor unsren Augen」の貨幣は資本の外面態なの
だから（前パラグラフ），「貨幣を資本の最初の現象形態として認識するため
には，資本の成立史を回顧する必要はない」。これを『大論理学』に即し
て言えば，「外のもの」・「存在」（貨幣）は「反省へと関係づけられており
（「同じ歴史が繰り広げられている」）かつ直接的にはまたまさに本質（資本）と
の相関を欠いた（すなわち「まずもって［初級審では］，貨幣として登場する」）同
一性である（「一定の諸過程を経て［最終審では］みずからを資本に転化すべき」）
という本質規定をともなった存在（貨幣）である」。
「新たな資本」とは，そのような貨幣の資本への転化なのであるから，「外
のもの」と「内のもの」の「絶対的統一」として「絶対的なものそのもの」
である。
（４）第一節資本の一般的定式 四パラグラフ
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貨幣としての貨幣と資本としての貨幣とは，さしあたり，それらの流通
形態の相違によってのみ区別される Geld als Geld und Geld als Kapital unter-
scheiden sich zunächst nur durch ihre verschiedne Cirkulationsform。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 一パラグラフ 第八文
それは一般に本質的相関の根

拠

をなしているものであるが，ただ本質
的相関は相関としてまだこの自分の同一性へと還帰しておらず，相関の
根拠がまだ定

立

さ

れ

て

いないだけのことである es ist dasjenige, was über-
haupt den Grund des wesentlichen Verhältnisses ausmacht, das als Verhältnis nur noch
nicht in diese seine Identität zurückgegangen und dessen Grund noch nicht gesetzt ist。
『大論理学』に謂う「本質的相関」は「内のものと外のものとの相関」
であり（一パラグラフ），両者は「形式の区別 die Unterschied der Form」（p.２１５）
であった。けれどもこの段階ではその「本質的相関の根拠はまだ定立され
ていない」。それゆえ『資本論』でも「さしあたり区別される」のは，「貨

幣

としての貨幣（外のもの）と資

本

としての貨幣（内のもの）」の「流通形態
の相違」である。
（５）第一節資本の一般的定式 五パラグラフ
商品流通の直接的形態は，W―G―W，商品の貨幣への転化および貨幣の
商品への再転化，買うために売る，である Die unmittelbare Form der Waaren-
cirkulation ist W―G―W, Verwandlung von Waare in Geld und Rückverwandlung von Geld
in Waare, verkaufen um zu kaufen。しかし，この形態のほかに（５）われわれは，
それとは独特に［特有に］区別される第二の形態 G－W－G，貨幣の商品へ
の転化および商品の貨幣への再転化，売るために買う，を見いだす Neben
dieser Form finden wir aber eine zweite, spezifisch unterschiedne vor, die Form G―W―G,
Verwandlung von Geld in Waare und Rückverwandlung von Waare in Geld, kaufen um zu
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verkaufen。このあとのほうの流通を描いて運動する貨幣が，資本に転化し，
資本に生成するのであって，その性質規定から見てすでに資本である。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 二パラグラフ
このことからつぎのことが明らかになる。すなわち，絶対的なものの
規定は絶

対

的

形

式

であるということであるが，しかし同時に，それの諸
契機が単一な規定態にすぎないところの同一性としてではなく，――そ
れの諸契機のそれぞれがそれ自身のもとで総

体

性

であり，そしてそれだ
から，形式に対して無関心なものとして，全体の完全な内

容

である同一
性としてある，ということが。Hieraus ergibt sich, daß die Bestimmung des Abso-
luten ist, die absolute Form zu sein, aber zugleich nicht als die Identität, deren Momente
nur einfache Bestimmtheiten sind，―sondern［als］die Identität, deren Momente jedes
an ihm selbst die Totalität und somit, als gleichgültig gegen die Form, der vollständige
Inhalt des Ganzen ist．しかし逆に絶対的なものは，内容としては無関心的
な多様態である内容が否定的な形式関係を自分のもとにもっており・こ
のことによって内容の多様態はただ一

つ

の

しっかりした同一性である，
というぐあいに絶対的内容なのである Aber umgekehrt ist das Absolute so der
absolute Inhalt, daß der Inhalt, der als solcher gleichgültige Mannigfaltigkeit ist, die
negative Formbeziehung an ihm hat, wodurch seine Mannigfaltigkeit nur eine gedi-
egene Identität ist。
いま「絶対的なもの」すなわち「資本（としての貨幣）」は「貨幣として
の貨幣（外のもの）と資本としての貨幣（内のもの）との相関」（前パラグラフ）
であるから，なるほど「絶対的なものの規定は絶対的形式である」けれど
も「しかし同時に，それの諸契機が単一な規定態にすぎないところの同一
性としてあるのではない」。すなわち「商品流通の直接的形態」と「それ
とは独特に［特有に］区別される第二の形態」の両契機である。前者「W―
「貨幣の資本への転化」の論理  267
G―W」は「商品の貨幣への転化および貨幣の商品への再転化」という「総
体性」（６）であり，かくあることでそれは，よってもって後者「G―W―G」か
ら「区別される」ところの「流通形態」（前パラグラフ）すなわち「形式に対
して無関心なもの」である。だが形式に対して無関心なものは「全体がも
つ完全な内容 der vollständige Inhalt des Ganzen」（「買うために売る」）である。
一方の契機W―G―Wはこのような「同一性としてある」。他方の契機「G―
W―G」もまた「総体性」（「貨幣の商品への転化および商品の貨幣への再転化」）で
あり，「全体がもつ完全な内容」（「売るために買う」）である。だから「絶対
的なもの（資本）」は「同一性としてある」。
しかしその同一性としてある絶対的なものが「形式（流通形態）の相違
によって区別される」（前パラグラフ）のだから，かかる「形式」とは「内容
としては無関心的な多様態である内容が否定的な形式関係を自分のもとに
もっている」，その形式である。つまり「無関心的な多様態である内容」
は「否定的な形式関係」のもとで「（多様態が否定された）ただ一つのしっか
りした同一性」・「絶対的内容」である。「絶対的なもの（資本としての貨幣）」
がかく把握されて，「このあとのほうの流通（G―W―G）を描いて運動する
貨幣が，資本に転化し，資本に生成するのであって，その性質規定から見
てすでに資本である」と説かれる。なぜW―G―Wではなく G―W―Gなの
か。W―G―Wの両極が異なる商品であるのに対し（「すべての商品は，その所
有者にとっては非使用価値であり，その非所有者にとっては使用価値である。したが
って，これらの商品は，全面的に持ち手を変換しなければならない」（第二章 p.１４６）），
G―W―Gにおいてこそは両極が「ただ一つのしっかりした同一性」だから
である。
（６）第一節資本の一般的定式 六パラグラフ
流通 G―W―Gをもっと詳しく見よう Sehen wir uns die Cirkulation G―W―G
naher an。それは，単純な商品流通と同じく，二つの対立する局面を通る Sie
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durchläuft, gleich der einfachen Waarencirkulation, zwei entgegengesetzte Phasen。第
一の局面である G―W，購買では，貨幣が商品に転化される。第二の局面
であるW―G，販売では，商品が貨幣に再転化される。そして，この両局
面の統一は，貨幣を商品と交換しその同じ商品をふたたび貨幣と交換する
という，すなわち売るために商品を買うという総運動である。あるいは，
購買と販売という形式上の区別を問わないとすれば，貨幣で商品を買いそ
の商品で貨幣を買うという総運動である。この全過程が消えうせて生じる
その結果は，貨幣と貨幣との交換，G―Gである Der Resultat, worin der ganze
Proceß erlischt, ist Austausch von Geld gegen Geld, G－G。私が一〇〇ポンド・ス
ターリングで二〇〇〇ポンドの綿花を買い，その二〇〇〇ポンドの綿花を
ふたたび一一〇ポンド・スターリングで売るとすれば，結局，私は一〇〇
ポンド・スターリングを一一〇ポンド・スターリングと，貨幣を貨幣と，
交換したことになる。
＜大＞ A絶対的なものの開陳 三パラグラフ 第一文～第三文
こうして絶対的なものの同一性が絶対的な同一性であるのは，それの
おのおのの部分がそれ自身全体である・ないしはそれぞれの規定態が総
体性であるということ，すなわち規定態一般がまったく透明な仮象に・
自

分

の

定

立

さ

れ

た

存

在

の

な

か

で

消

失

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
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
区別になっている，ということ
によってである Die Identität des Absoluten ist somit dadurch die absolute, daß
jeder seiner Teile selbst das Ganze oder jede Bestimmtheit die Totalität ist, d.h. daß die
Bestimmtheit überhaupt ein schlechthin durchsichtiger Schein, ein in seinem Ge-
setztsein verschwundener Unterschied geworden ist。本

質

・現

実

存

在

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れ

自
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体
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で
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る
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分
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
――これらの反省した諸規定は表象
作用にとっては絶対的かつ究極的になりたっている・真なる存在として
現われる Wesen, Existenz, an sich seiende Welt, Ganzes, Teile, Kraft,－diese reflektier-
ten Besimmungen erscheinen dem Vorstellen als an und für sich geltendes, wahres
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Sein；だが絶対的なものはこれらの規定に対してそれらがそのなかでは
没落している根拠である das Absolute aber ist gegen sie der Grund, in dem sie un-
tergegangen sind。
「流通 G―W―Gをもっと詳しく見よう」とされるのは，W―G―Wと G―W―
Gの相関が進展し，両者が「ただ一つのしっかりした同一性である」（前パ
ラグラフ），そうした「絶対的なもの」として G―W―Gがあるからである。
それゆえ「G―W―Gの同一性は絶対的な同一性」である。つまり「それの
おのおのの部分がそれ自身全体である・ないしはそれぞれの規定態が総体
性である」・「すなわち規定態一般がまったく透明な仮象に・自分の定立さ
れた存在のなかで消失した区別になっている」のだが，このことは G―W―
Gが「単純な商品流通と同じく，二つの対立する局面を通る」ことに現わ
れている――「単純な商品流通と同じく」であるから，本質的相関としては「両者
の同一性はそれ自身がひとつの側面である」（p.１９４）という第一段階。「ただ一つのしっ
かりした同一性である」所以――。
それゆえ G―W―Gの「同一性は［両］側面の否定的統一」（同）になり――
第二段階――，すなわち「購買」・「販売」の「両局面の統一」・「売るため
に商品を買うという総運動」である。さて「（第一の局面である）購買と（第
二の局面である）販売という形式上の区別を問わない」ことができるのは，
むしろ両者に形式上の区別があるから・「これらの反省した諸規定が表象
作用にとっては絶対的かつ究極的になりたっている・真なる存在として現
われる」からである。あるいは商品流通において
G―W，すなわち購買は，同時に販売，すなわちW―Gである。（第三章
第二節 a商品の変態 p.１８８）
が，これを別言すれば「一つの商品の最後の変態は，同時に別の商品の最
初の変態である」（同）。つまり G―W―Gにおける第

一

の

局面・第

二

の

局面，
W―G―Wにおける最

後

の

変態・最

初

の

変態という諸規定は真なる存在とし
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て現われ，だから安んじてそれらの形式上の区別を問わないことができる
のである。かくして「貨幣で商品を買いその商品で貨幣を買うという総運
動」が得られる。
そして「この全過程」すなわち「貨幣で商品を買いその商品で貨幣を買
う」という過程が「消えうせる」ことは，「これらの規定（購買と販売）が
没落する」ことである。換言して購買と販売という「このまったく形式的
になった区別において相関そのものが没落する」（p.１９４）ことである――本
質的相関の第三段階――。だから「その結果」すなわち「貨幣と貨幣との交
換，G―G」は「直接的な現実存在と反省した現実存在との絶

対

的

統一」（同）
すなわち「絶対的なもの」であり，「諸規定（購買と販売）がそのなかでは
没落している根拠である」――Grundは schließenの根拠。そして scließen>
schließlich――。
（７）第一節資本の一般的定式 七パラグラフ
そこで，まったく明らかなことであるが，もし回り道をして同じ貨幣価
値を同じ貨幣価値と，すなわち，たとえば一〇〇ポンド・スターリングを
一〇〇ポンド・スターリングと交換しようとするのであれば，流通過程 G―
W―Gはばかげた無内容な abgeschmackt und inhaltslosものであろう。それに
比べれば，自分の一〇〇ポンド・スターリングを，流通の危険にさらさず
に握りしめている貨幣蓄蔵者のやり方のほうが，はるかに簡単で確実であ
ろう。他方では，商人が一〇〇ポンド・スターリングで買った綿花をこん
どは一一〇ポンド・スターリングで売ろうと，またはそれを一〇〇ポンド
・スターリングで，また場合によっては五〇ポンド・スターリングでさえ
も売りとばさざるをえなくなろうと，いずれにしても彼の貨幣は，単純な
商品流通での運動，たとえば，穀物を売りそれで手に入れた貨幣で衣服を
買う農民の手のなかでの運動とは，まったく種類の異なる，一つの独自で
特色のある運動を描いたのである。したがって，まず，循環 G―W―Gおよ
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びW―G―Wとの形態上の区別の特徴を明らかにすることが重要である。
この特徴を明らかにすれば，同時に，これらの形態上の区別の背後に隠れ
ている内容上の区別も明らかになるであろう Damit wird sich zugleich der in-
haltliche Unterschied ergeben, der hinter diesen Formunterschieden lauert。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 三パラグラフ 第四文～第六文
――さて絶対的なものにおいては形式は自己との単一な同一性にすぎ
ないから，絶対的なものは自己を規

定

し

ない Weil nun im Absoluten die Form
nur die einfache Identität mit sich ist, so bestimmt sich das Absolute nicht；というの
は［そもそも］規定とは形式区別であって，この形式区別はさしあたり
区別とみなされるからである denn die Bestimmung ist ein Formunterschied, der
zunächst als solcher gilt。だが絶対的なものは同時にすべての区別と形式規
定一般を含んでいるから，換言すればそれ自身が絶対的形式であり反省
であるから，内

容

の

差

異

性

もまたそれのもとに現われざるを得ない Weil
es aber zugleich allen Unterschied und Formbestimmung überhaupt enthält oder weil
es selbst die absolute Form und Reflexion ist, so muß auch die Verschiedenheit des In-
halts an ihm hervortreten。
さて「回り道をして vermittelst seines Umwegs（７）同じ貨幣価値を同じ貨幣
価値と，すなわち，たとえば一〇〇ポンド・スターリングを一〇〇ポンド
・スターリングと交換する」ことは「形式区別」であり，その場合「流通
過程 G―W―Gはばかげた無内容なものである」。それは，「絶対的なものに
おいては形式は（「貨幣を貨幣と交換した」ように）自己との単一な同一性にす
ぎないから，絶対的なものは自己を規定しない」にもかかわらず，「（購買
と販売の）形式区別はさしあたり区別とみなされるからである」――「貨幣
蓄蔵者のやり方の方が，はるかに簡単で確実である」のは，彼が購買と販売を「さし
あたり区別する」からである。すなわち「たくさん売って少ししか買わないことが，
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彼の経済学の総括をなす」（第三章第三節 a蓄蔵貨幣の形成 p.２２６）――。
「他方では」と，マルクスが種々のケースに言及するのは，一〇〇ポン
ド・スターリングで買った綿花を商人が何ポンド・スターリングで売ろう
と「いずれにしても（「その性質規定から見てすでに資本である」（五パラグラフ）と
ころの）彼の貨幣」・したがって「絶対的なもの（G―W―G）」が，「同時にす
べての区別（「まったく種類の異なる」ところの「単純な商品流通での運動」および
「一つの独自で特色のある運動」）と形式規定一般（その「区別の特徴が明らかにさ
れる」べき二つの「形態」）を含んでいる」からである。すると絶対的内容（五
パラグラフ）である G―W―Gは「それ自身が絶対的形式であり反省」であっ
て，だから「内容の差異性（「背後に隠れている内容上の区別」）もまたそれの
もとに現われざるを得ない（「明らかになる」）」のである。
（８）第一節資本の一般的定式 八パラグラフ
まず，両方の形態の共通のものを見よう Sehn wir zunächst, was beiden Formen
gemeinsam。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 三パラグラフ 第七文
だが絶対的なものそのものは絶

対

的

同

一

性

である Aber das Absolute
selbst ist die absolute Identität。
形態 G―W―Gのもとに G―W―GとW―G―Wの内容上の区別が現われるに
しても，「絶対的なものがすべての区別と形式規定一般を含んでいる」（前
パラグラフ）のだから「絶対的なものそのものは絶対的同一性である」。す
ると G―W―Gの絶対的同一性において把握されるのは「両方の形態の共通
のもの」である，内容上は区別されるからである。
（９）第一節資本の一般的定式 九パラグラフ
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どちらの循環も，同じ二つの相対立する局面，すなわちW―G，販売と，
G―W，購買とに分かれる Beide Kreisläufe zerfallen in dieselben zwei entgegengesetz-
ten Phasen, W―G, Verkauf, und G―W, Kauf。この両局面のどちらにおいても，商
品と貨幣という同じ二つの物的要素が相対しており，買い手と売り手とい
う二人の同じ経済的扮装をした人物が相対している In jeder der beiden Pha-
sen stehn sich dieselben zwei sachlichen Elemente gegenüber, Waare und Geld，―und
zwei Personen in denselben ökonomischen Charaktermasken, ein Käufer und ein
Verkäufer。両方の循環は，どちらも同じ対立する二局面の統一である。そ
して，どちらの場合にも，この統一は三人の契約当事者の登場によって媒
介されていて，そのうちの一人は売るだけであり，もう一人は買うだけで
あるが，第三の人は交互に買ったり売ったりする。Jeder der beiden Kreisläufe
ist die Einheit derselben entgegengesetzten Phasen und beidemal wird diese Einheit ver-
mittelt durch das Auftreten von drei Kontrahenten, wovon der eine nur verkauft, der andre
nur kauft, der dritte aber abwechselnd kauft und verkauft.
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 三パラグラフ 第八文～第十一文
このこと（絶対的同一性）が絶対的なものの規定である，というのはそ
れ自体で存在する世界と現象する世界・あるいは内的総体性と外的総体
性のすべての多様態は絶対的なもののなかでは揚棄されているからであ
る dies ist seine Bestimmung, indem alle Mannigfaltigkeit der an sich seienden und der
erscheinenden Welt oder der innerlichen und äußerlichen Totalität in ihm aufgehoben
ist。――絶対的なものそのもののうちにはいかなる成

も存しない，とい
うのはそれは存在ではなく，また自己を反

省

す

る

規定する運動でもない
から In ihm selbst ist keinWerden, denn es ist nicht das Sein, noch ist es das sich reflekt-
ierende Bestimmen；［また］それは自己においてのみ自己を規定する本質
ではないから denn es ist nicht das sich nur in sich bestimmende Wesen；それは
自

己

を

発

現

す

る

運

動

でもない，というのはそれは内のものと外のものと
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の同一性としてあるから es ist auch nicht ein Sich-Äußern , denn es ist als die
Identität des Inneren und Äußeren。
「それ自体で存在する世界と現象する世界・あるいは内的総体性と外的
総体性のすべての多様態」とは，「世界あるいは総体性」における区別で
あるから，その多様態は「絶対的なもののなかでは揚棄されている」（「絶
対的なものの単一な・しっかりとした同一性は無規定的である」（再掲））。そして「こ
のこと（絶対的同一性すなわち「両方の形態の共通のもの」（前パラグラフ））が絶対
的なものの規定である」ゆえに「どちらの循環も」である。
「商品と貨幣（商品）という同じ二つの物的要素が相対している」からに
はそれは「直接的な生産物交換」（第二章 p.１４９）ではない。後者において「物
は，交換のまえには商品ではなく，交換を通してはじめて商品となる wer-
den」（同）が，前者には「いかなる成 Werdenも存しない」―die sachlichen Ele-
mente < die Stoffe des Dings―。また「買い手と売り手という二人の同じ経済
的扮装をした人物が相対している」のは「互いに他人であるような関係 ein
Verhältniß wechselseitiger Fremdheit」（同 p.１５０）であるから，それは「自己を反

省

す

る

規定する運動ではない」―「本質的な現実存在」（p.176）としての「現象」
と「非本質的な現実存在」（同）とが「相互に関係しあう treten in Beziehung miteinander」
（同）―。
「両方の循環」が「どちらも」そうである以上，「同じ対立する二局面の
統一である」という規定は，「自己においてのみの自己規定」ではない。
つまり「絶対的なもの」（G―W―G）は「自己においてのみ自己を規定する
本質」ではない（本質的相関である）。私が何ものかを売るとして，その行
為を一面的に「売るだけ」（相手が「買うだけ」）と捉えるのは「存在的な直
接態 die seiende Unmittelbarkeit」（p.２０９）であり，これに対して「買ったり売
ったりする」と把握するのは「反省した直接態 die reflektierte Unmittelbarkeit」
（同）である。そして「この統一は三人の契約当事者の登場によって媒介さ
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れていて，そのうちの一人は売るだけであり，もう一人は買うだけである
が，第三の人は交互に買ったり売ったりする」という把握においては，私
の「売るだけ」・相手の「買うだけ」が「第三の人」の「交互に買ったり
売ったりする」において統一されている。換言すれば「外面態（外のもの）
が反省した統一（内のもの）へと直接にとりもどされている zurückgenom-
men」（同）のであって，だからそれは「（力の発現のような）自己を発現する
運動でもない」。
以上の論理展開は何を意味するのか，具体的に考えておこう。商品交換
とは，商品所有者にとって「個人的な過程でしかない」（第二章 p.１４７）と同
時に「一般的社会的過程である」（同）という矛盾を含んでおり，この矛盾
を揚棄するのが「商品価値の自立的形態」（同 p.１４９）としての「貨幣」（同 p.１４８）
である。その次第は次のように説かれる。
はじめに行為ありき。…商品本性の諸法則は，商品所有者の自然本能
において確認されたのである。彼らは，彼らの商品を一般的等価物と
しての他のなんらかの商品に対立的に関連させることによってしか，
彼らの商品を価値として，商品として，互いに関連させることができ
ない。このことは，商品の分析が明らかにした。だが，もっぱら社会
的行為だけが，ある特定の商品を一般的等価物にすることができる。
（同）
そして
交換の不断の反復は，交換を一つの規則的な社会的過程にする Die
beständige Wiederholung des Austausches macht ihn zu einem regelmäßigen ge-
sellschaftlichen Proceß。…それらの物が交換され合う量的比率（量的比例）
das quantitative Verhältnißは，それらの物の生産そのものに依存するよう
になる。慣習 Gewohnheitはそれらの物を価値の大きさとして固定させ
る。（８）（同 p.１５０）
ことここに至れば，「交換品は，それ自身の使用価値，または交換者の個
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人的欲求から独立した価値形態をまだ受け取っていない」（同 p.１５１）という
「直接的な生産物交換」（同）の制限を脱している。商品交換はいまや「す
べての商品所有者にとって同時にもっぱら個人的であるとともにもっぱら
一般的社会的である」（同 p.１４７）。
（１０）第一節資本の一般的定式 十パラグラフ
とはいえ，両方の循環W―G―Wと G―W―Gとをもともと区別するのは，
同じ対立する二つの流通局面の順序が逆なことである。単純な商品流通は，
販売で始まって購買で終わり，資本としての貨幣の流通は，購買で始まっ
て販売で終わる。まえの場合には商品が，あとの場合には貨幣が，運動の
出発点と終点をなしている。第一の形態では貨幣が，第二の形態では逆に
商品が，全経過を媒介する。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 三パラグラフ 第十二文～第十四文
―だがこうして反省の運動は絶対的なものの絶対的統一に対

立してい
る Aber so steht die Bewegung der Reflexion seiner absoluten Identität gegenüber。反
省の運動は絶対的統一においては揚棄されており，だからこの運動はこ
の同一性の内

の

も

の

にすぎない Sie ist in dieser aufgehoben, so ist sie nur deren
Innereres；だがだからこそそれはこの同一性にとって外

的

で

ある hiermit
aber ist sie ihr äußserlich。
前パラグラフで説かれた「両方の循環W―G―Wと G―W―G」の絶対的同
一性に対し，その「両循環をも

と

も

と

区別するもの was die beiden Kreisläufe
von vornherein scheidet」は「絶対的なものの絶対的統一に対立している」と
ころの「反省の運動」であり，ここに「同じ対立する二つの流通局面の順
序の逆（逆順）die umgekehrte Reihenfolge derselben entgegengesetzten Cirkulationspha-
sen」が把握される。「単純な商品流通は，販売で始まって購買で終わり，
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資本としての貨幣の流通は，購買で始まって販売で終わる」，これである。
だがこの「反省の運動は絶対的統一においては揚棄されている」から，「ま
えの場合（W―G―W）には商品が，あとの場合（G―W―G）には貨幣が，運動
の出発点と終点をなしている」にしても，そのことが外から見えるわけで
はない――「リンネルの販売W―Gは，同時にその購買 G―Wである。だが，リンネ
ルの販売としては，この過程は，その反対の過程，聖書の購買によって終わる一つの
運動を始動させる。リンネルの購買としては，この過程は，その反対の過程，小麦の
販売によって始まった一つの運動を終わらせる」（第三章第二節 a商品の変態 p．１８６）――。
反省する運動は両循環の「同一性の内のものにすぎない」のである。けれ
ども「だからこそそれはこの同一性にとって外的である」，つまり何が「全
経過を媒介する」かが分かれば両循環は区別されうる。
（１１）第一節資本の一般的定式 十一パラグラフ
流通W―G―Wでは，貨幣は最後には，使用価値として役立つ商品に転
化される In der Cirkulation W―G―Wwird das Geld schließlich in Waare verwandelt, die
als Gebrauchswerth dient。したがって，貨幣は最終的に支出される Das Geld ist
also definitive ausgegeben。これに反して，逆の形態 G―W―Gでは，買い手が
貨幣を支出するのは，売り手として貨幣を受け取るためである。商品の購
買にさいして彼が貨幣を流通に投げ入れるのは，その同じ商品の販売によ
って貨幣をふたたび流通から引きあげるためである。彼が貨幣を手放すの
は，ふたたびそれを手に入れようという，ずるい下心 die hinterlistige Absicht
があってのことにほかならない。それゆえ，貨幣は前貸しされるにすぎな
い Es wird daher nur vorgeschossen。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 三パラグラフ 第十五文～第十六文
――それだから反省の運動はまずはじめには絶対的なもののなかで自
分の行いを揚棄することにのみある Sie besteht daher zunächst nur darin, ihr
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Tun im Absoluten aufzuheben。反省の運動は多様な区別と規定およびそれら
の運動の彼岸であり，この彼岸は絶対的なものの背

後

に

あ

る

Sie ist das
Jenseits der mannigfaltigen Unterschiede und Bestimmungen und deren Bewegung,
welches dem Absoluten im Rücken liegt。
「流通W―G―Wでは，貨幣は最後には，使用価値として役立つ商品に転
化される。したがって，貨幣は最終的に支出される」。するとこの循環こ
そは「反省の運動」の名に相応しいように思われる。しかし「反省の運動」
はいま「外的である」（前パラグラフ）から，「まずはじめには絶対的なもの
のなかで自分の行いを揚棄する（否定する）ことにのみある」のであった。
すなわち「形態 G―W―G」において「買い手は貨幣を支出する」が，それ
は「売り手として貨幣を受け取るためである」（自分の行為の否定）。「商品
の購買にさいして彼が貨幣を流通に投げ入れ，その同じ商品の販売によっ
て貨幣をふたたび流通から引きあげる」ことは，なるほど「（商品と貨幣の）
多様な区別と（購買・販売という）規定およびそれらの運動（貨幣を流通に投
げ入れる・貨幣を流通から引きあげる）」であるが，「それらの運動の彼岸」が
「反省の運動」（自分の行為の否定）なのだから，「彼が貨幣を手放すのは，ふ
たたびそれを手に入れようという，ずるい下心があってのことにほかなら
ない」のである。このように「貨幣が前貸しされるにすぎない」とき，貨
幣は「絶対的なもの」である。「彼岸」（自分の行為の否定，すなわち「後で取
り返す」）が貨幣の「背後にある」からである。かくして G―W―Gは「反省
の運動」として把握された。
（１２）第一節資本の一般的定式 十二パラグラフ
形態W―G―Wでは，同じ貨幣片が二度その場所を換える In der Form W―G―
Wwechselt dasselbe Geldstück zweimal die Stelle。売り手は，買い手から貨幣を
受け取って，もう一人の別の売り手にそれを支払ってしまう Der Verkäufer
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erhält es vom Kräufer und zahlt es weg an einen andren Verkäufer。商品と引き換え
に貨幣を手に入れることで始まる総過程は，商品と引き換えに貨幣を引き
渡すことで終わる Der Gesammtproceß, der mit der Einnahme von Geld für Waare
beginnt, schließt ab mit der Weggabe von Geld für Waare。形態 G―W―Gでは逆であ
る Umgekehrt in der Form G―W―G。この場合には二度場所を換えるのは，同
じ貨幣片ではなくて，同じ商品である Nicht dasselbe Geldstück wechselt hier zwe-
imal die Stelle, sondern dieselbe Waare。買い手は，売り手から商品を受け取っ
て，それをもう一人の別の買い手に引き渡す Der Käufer erhält sie aus der Hand
des Verkäufers und giebt sie weg in die Hand eines andren Käufers。単純な商品流通
では，同じ貨幣片の二度の場所変換がその貨幣片をある人の手から別の人
の手に最終的に移すのであるが，この場合には同じ商品の二度の場所変換
が貨幣をその最初の出発点に還流させるのである Wie in der einfachen Waaren-
cirkulation der zweimalige Stellenwechsel desselben Geldstücks sein definitives Ueberge-
hen aus einer Hand in die andre bewirkt, so hier der zweimalige Stellenwechsel derselben
Waare den Rückfluß des Geldes zu seinem ersten Ausgangspunkt。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 三パラグラフ 第一七文～第十八文
それだから反省の運動はたしかに多様な区別と規定をとりあげる運動
であるが，しかし同時にそれらが没落する運動でもある sie ist daher zwar
das Aufnehmen derselben, aber zugleich ihr Untergehen；こうしてそれはさきに
言及された・絶対的なものの否

定

的

な

開

陳

である so ist sie die negative
Auslegung des Absoluten, die vorhin erwähnt wurde。
貨幣（絶対的なもの）の「反省の運動」（「形態 G―W―G」）は，「買い手が，
売り手から商品を受け取って，それをもう一人の別の買い手に引き渡す」
という「多様な区別と規定をとりあげる運動」である。「この場合には二
度場所を換えるのは，同じ貨幣片ではなくて，同じ商品である」――「買
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い手は，売り手から商品を受け取って，それをもう一人の別の買い手に引き渡す」――。
だから「同時に」，反省の運動は「多様な区別と規定が没落する運動でも
ある」――他方「形態W―G―W」も「多様な区別と規定をとりあげる運動」であるが，
「しかし同時にそれらが没落する運動」ではない。「運動の出発点と終点」（十パラグラフ）
において「内容の多様態がただ一つのしっかりした同一性でもある」（五パラグラフ）の
は形態 G―W―Gだけだったからである――。
ヘーゲルが「さきに言及された」というのは「絶対的なもの」章序説の
次の叙述を指す。
絶

対

的

な

も

の

と

は

何

で

あ

る

か

ということを規

定

す

る

運

動

が否定的に欠
落しており fällt negative aus，そして絶対的なものそのものはあらゆる
述語の否定として・空虚なものとして als die Negation aller Prädikate und
als das Leereのみ現われる（p．２１９）。
「単純な商品流通では，同じ貨幣片の二度の場所変換がその貨幣片をあ
る人の手から別の人の手に最終的に移す」のに対し，G―W―Gにおいての
み「同じ商品の二度の場所変換が貨幣をその最

初

の

出

発

点

に

還

流

させる」
のだから，この還流（G―G）こそさ

し

あ

た

り

「あらゆる述語の否定」・「空
虚なもの」として「絶対的なものの否定的な開陳」である。
『大論理学』Ａの標題は「絶対的なものの開陳 die Auslegung des Absoluten」
だが，その「開陳」が本パラグラフで初めて本文に登場した。しかしそれ
は「絶対的なものの否定的な開陳」である――W―G―Wの G―W―Gにおける把
握が求められ（七パラグラフ），それは後者の反省によるが（十一パラグラフ），反省は G―
Gであることが分かった。ではW―G―Wがそこで演ずる役割は何なのか。そこで――，
開陳がこの後「開陳の肯定的側面」（十四パラグラフ）・「諸規定の開陳」（十五パ
ラグラフ）・「肯定的な開陳」（十七パラグラフ）を経て「絶対的なものそのもの
の開陳」に至る，その論理が辿られねばならない。
（１３）第一節資本の一般的定式 十三パラグラフ
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出発点への貨幣の還流は，商品が買われたときよりも高価に売られるか
どうかということにはかかわりがない Der Rückfluß des Geldes zu seinem Aus-
gangspunkt hängt nicht davon ab, ob die Waare theurer verkauft wird als sie gekauft war。
この［より高価にうられるかどうかという］事情は，還流する貨幣額の大きさ
に影響するだけである Dieser Umstand beeinflußt nur die Größe der rückfließenden
Geldsumme。還流という現象そのものは，買われた商品がふたたび売られ，
こうして循環 G―W―Gが完全に描かれるならば，ただちに発生する Das Phä-
nomen des Rückflusses selbst findet statt, sobald die gekaufte Waare wieder verkauft, also
der Kreislauf G―W―G vollständig beschrieben wird。したがって，これは，資本と
しての貨幣の流通と単なる貨幣としての貨幣の流通とのあいだの，感性的
に認められうる区別である Es ist dieß also ein sinnlich wahrnehmbar Unterschied
zwischen der Cirkulation des Geldes als Kapital und seiner Cirkulation als bloßem Geld。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 三パラグラフ 第十九文
―この開陳はそれが真に叙述される場合には存

在

と

本

質

の領域の論理
的運動のこれまで［に述べられたこと］の全体であり，この論理的運動
の内容は与えられた・かつ偶然的な内容として外からかき集められたも
のでも，またこの内容にとって外的な反省によって絶対的なものという
深淵へと沈められたものでもなくて，その内容の内的必然性によってそ
の内容のもとで規定され・かつ存在の固有の成

および本質の反

省

として
その内容の根拠としての絶対的なものへと還帰しているのである In
ihrer wahrhaften Darstellung ist diese Auslegung das bisherige Ganze der logischen
Bewegung der Sphäre des Seins und des Wesens , deren Inhalt nicht von außen als ein
gegebener und zufälliger aufgerafft, noch durch eine ihm äußere Reflexion in den Ab-
grund des Absoluten versenkt worden［ist］, sondern sich an ihm durch seine innere
Notwendigkeit bestimmt［hat］und als eigenes Werden des Seins und als Reflexion des
Wesens in des Absolute als in seinen Grund zurückgegangen ist。
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「出発点への貨幣の還流」という「この（否定的な）開陳」は，「商品が
買われたときよりも高価に売られるかどうかということにはかかわりがな
い」。なぜなら「この［より高価にうられるかどうかという］事情」は「還
流する貨幣額の大きさ Geldsumme（←Größe）に影響するだけ」の「与えら
れた・かつ偶然的な内容として外からかき集められたもの」・「外的な反省
によって絶対的なものという深淵へと沈められたもの」だからである――
本稿執筆時ドバイの信用不安が大きな話題になっている――。これに対し，「還流
という現象そのものは，買われた商品がふたたび売られ，こうして循環 G―
W―Gが完全に描かれるならば，（「その（絶対的な）内容の内的必然性によってそ
の内容のもとで規定されて」）ただちに発生する」。というのは，それは開陳と
して「存在と本質の領域の論理的運動のこれまでの全体 das bisherige
Ganze」であり，換言すれば「いまある秩序 un ordre existant」（『一般言語学講義』
p．１２９）あるいは「当の場合であること was der Fall ist」（『論理哲学論考』１）だか
らである――つまり「いまある秩序」・「当の場合であること」は，その内容が「存
在の固有の成および本質の反省としてその内容の根拠としての絶対的なものへと還帰
している」，そのゆえにこそいまある秩序・当の場合でありえよう。すると絶対的なも
のが否定的に開陳されたいま，考察を必要とする notwendigのはこの「いまある秩序」
・「当の場合であること」のみなのか。ともあれ――。そしてそうした「いまあ
る秩序」・「当の場合であること」は「感性的に認められうる」。
（１４）第一節資本の一般的定式 十四パラグラフ
循環W―G―Wは，ある商品の販売が貨幣をもたらし，その貨幣を別の
商品の購買がまた持ち去れば，それでただちに完全に終わってしまう。も
し，それにもかかわらず出発点への貨幣の還流が生じるとすれば，それは
もっぱら全行程の更新または反復 Erneuerung oder Wiederholungによるので
ある。私が一クウォーターの穀物を三ポンド・スターリングで売り，この
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三ポンド・スターリングで衣服を買うならば，この三ポンド・スターリン
グは，私にとっては最終的に支出される。私はその三ポンド・スターリン
グとはもはやなんのかかわり合いもない。それは衣服商人のものである。
そこでもし，私がさらにもう一クウォーターの穀物を売るならば，貨幣は
私のもとに還流するのであるが，しかしそれは，第一の取り引きの結果と
してでなく，ただそのような取り引きの反復の結果としてである。私が第
二の取り引きを終えて新たに買うとすれば，貨幣はまた私から離れていく
es entfernt sich wieder von mir。したがって，流通W―G―Wでは，貨幣の支出
はその還流とはなんのかかわり合いもない In der Cirkulation W―G―W hat also
die Verausgabung des Geldes nichts mit seinem Rückfluß zu schaffen。これに反して，
G―W―Gでは，貨幣の還流が貨幣の支出の仕方そのものによって条件づけ
ら れ て い る In G―W―G dagegen ist der Rückfluß des Geldes durch die Art seiner
Verausgabung selbst bedingt。この還流がないならば，操作が失敗したか，ま
たは過程が中断されてまだ完了していないか―なぜなら，過程の第二の局
面，すなわち購買を補って完結させる販売，が欠けているから―である
Ohhe diesen Rückfluß ist die Operation mißglückt oder der Proceß unterbrochen und
noch nicht fertig, weil seine zweite Phase, der den Kauf ergänzende und abschließende
Verkauf fehlt。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 四パラグラフ 第一文～第二文
だがこの（否定的な）開陳はそれ自身が同時に肯定的な側面をもって
いる Diese Auslegung hat aber selbst zugleich eine positive Seite；すなわち有限な
ものが，没落することのなかで，絶対的なものへと関係づけられている
・ないしは絶対的なものを自分自身のもとに含んでいるというこの本性
を証明するというその限りで insofern nämlich das Endliche darin, daß es
zugrunde geht, diese Natur beweist, auf das Absolute bezogen zu sein oder das Abso-
lute an ihm selbst zu enthalten。
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本パラグラフでは「開陳」の「肯定的な側面」が指摘される。それは「有
限なもの（W―G―W）」が「没落する」ことのなかに見出される「絶対的な
もの（G―W―G）」との相関であり，二面から考察される。G―W―Gについて
説くに先立ち，W―G―Wに関する叙述が長々と続けられるのはこのためで
あった。
「循環W―G―Wは，ある商品の販売が貨幣をもたらし，その貨幣を別の
商品の購買がまた持ち去れば，それでただちに完全に終わってしまう zu-
rückgelegt」が，これは「有限なものが，没落する」ことにほかならない――
「リンネル―貨幣―聖書においては，まずはじめにリンネルが流通から脱落して貨幣がリ
ンネルの場所を占め，次いで聖書が流通から脱落して貨幣が聖書の場所を占める。…
流通はつねに貨幣を発汗する」（第三章第二節 a商品の変態 p.１９１）。つまり zurückgelegtと
は商品が「貨幣から取り残されてしまう」ことである――。このとき「貨幣の支
出はその還流（「この開陳」）とはなんのかかわり合いもない」。けれども
そのように「有限なものが，没落することのなかで，絶対的なものへと関
係づけられている・ないしは絶対的なものを自分自身のもとに含んでいる
というこの本性を証明するというその限りで」は，「この開陳（貨幣の還流）
はそれ自身が同時に肯定的な側面をもっている」のであった。すなわち「G―
W―Gでは，貨幣の還流が貨幣の支出の仕方そのものによって条件づけら
れている」から，もし「この還流がないならば，操作が失敗したか，また
は過程が中断されてまだ完了していないかである」――『資本論』の「また
は oder」は『大論理学』の「ないしは」に対応し，両テキストとも二つの場合を区別
する――。
一方，「操作を失敗する mißglücken」ことはなるほど「不運 Unglück」で
はあるが，しかし運不運は世の常であり偶

然

以外ではない。そもそも「商
品価値が商品のからだから金のからだに飛び移ることは，…商品の“命が
けの飛躍 salto mortale”」（第三章第二節 a商品の変態 p.１８０）であり，「有限なものが，
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没落する（貨幣から取り残される）ことのなかで，絶対的なものへと関係づ
けられる auf das Absolute bezogen zu sein（金のからだに飛び移る）」のは幸運に
よってなのである。
他方，「過程が中断されてまだ完了して［熟して］いない noch nicht fertig」
ということは，成熟する必

然

にあるものが環境要因の不足 das Fehlenによ
って未熟に unfertigとどまることである。例えば，「金を貨幣として，それ
ゆえまた蓄蔵貨幣形成の要素として，とどめておくためには，金が流通す
ること，すなわち購買手段として消費手段のなかに消えてしまうことが，
阻止されなければならない」（第三章第三節 a蓄蔵貨幣の形成 p.２２６）が，これは麦
の結実のためには日照不足が阻止されねばならないのと同じである。種→
開花→結実→種→…という流れ（流通）において，花という「有限なもの
は，没落する（「その場所を追われる aus seinem Platze verdrängt」（同 p.１８１））こと
のなかで，絶対的なものを自分自身のもとに含んでいる das Absolute an ihm
selbst zu enthalten」。日照の不足が流れの中断 Unterbrechungをもたらしてそ
のことをむしろ明らかにする。「過程の中断」に「欠けている」のは「過
程の第二の局面」・「購買を補完しそれを終わらせる販売 der den Kauf ergän-
zende und abschließende Verkauf」であり，つまりは「購買のための販売」・「買
うために売る（W―G―W）」（五パラグラフ）である――貨幣蓄蔵者の阻止する「購買」
は「G―W―G」の「第二の局面」である――。すると「W―G―W」はなるほど「没
落する（貨幣から取り残される）」ものではあるが，しかしそれこそが貨幣所
有者の購買なのだから，「有限なもの（W―G―W）は，没落する（貨幣から取
り残される）ことのなかで，（一粒の麦が多くの実を結ぶように）絶対的なもの（G―
W―G）を自分自身のもとに含んでいる」のである（９）。
このように，W―G―Wが有限なものとして没落することで，「（G―W―Gと
W―G―Wとの）内容の差異性」（七パラグラフ）が G―W―Gのもとに現われたの
である。そしてそのことにより，「相対的なもの（Y１）」と「それに対立し
ている絶対的なもの（X１）」であった両者が，G―W―G・「絶対的なもの（X０）」
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（一パラグラフ）の二契機として，すなわち X１（否定的な開陳）と Y１（開陳の肯定
的側面）として把握されるに至った。G―W―Gの形式は変わらなくとも，X１
から X０へとその準位が上がっている。本パラグラフはこうした複雑な論
理のもとに読まれるべきであろう。
（１５）第一節資本の一般的定式 十五パラグラフ
循環W―G―Wは，ある一つの商品の極から出発して別の一商品の極で
終結するのであって，このあとの商品は流通から出て消費にゆだねられる。
それゆえ，消費，欲求の充足，一言で言えば使用価値が，この循環の究極
目的 Endzweckである。これに反して，循環 G―W―Gは，貨幣の極から出
発して，最後に同じ極に帰ってくる Der Kreislauf G―W―G geht dagegen aus von
dem Extrem des Geldes und kehrt schließlich zurück zu demselben Extrem。それゆえ，
この循環を推進する動機とそれを規定する目的とは，交換価値そのもので
ある Sein treibendes Motiv und bestimmender Zweck ist daher der Tauschwerth selbst。
＜大＞ A絶対的なものの開陳 四パラグラフ 第三文
しかしこの（肯定的）側面は絶対的なものそのものの肯定的な開陳であ
るよりは，むしろ諸

規

定

の開陳である，すなわち諸規定は絶対的なものを
それらの深淵としてもっているが・またそれらの根

拠

としてももっている
ということ，換言すれば，諸規定・仮象に存立を与えるものは絶

対

的

な

も

の

そのものであるということの開陳である Aber diese Seite ist nicht sosehr die
positive Auslegung des Absoluten selbst als vielmehr die Auslegung der Bestimmungen ,
daß sie nämlich das Absolute zu ihrem Abgrunde, aber auch zu ihrem Grunde haben oder
daß das, was ihnen, dem Schein, ein Bestehen gibt, das Absolute selbst ist。
前パラグラフにおいて「絶対的なもの（G―W―G）」はその二契機として
「循環W―G―W」と「循環 G―W―G」をもつに至った。それが絶

対

的

な

も

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の

の二契機であるからには，その表現仕方はさまざまであれ両循環は二重
性である。本パラグラフでは「ある一つの商品」・「別の一商品」という存
在の「諸規定」がもつ「深淵 Ab-grund」および「根拠 Grund」であり，ま
た「諸規定・（すなわち）仮象」および「存立」である。
「循環W―G―W」・例えば「リンネル－貨幣－聖書」において，「聖書は
使用対象として織布者の家にはいり，そこで信仰欲望を満たす」（第三章第
二節 a商品の変態 p.１７９）が，その循環の「W―G（リンネル－貨幣），すなわち
W―G―W（リンネル―貨幣―聖書）のこの最初の局面は，同時に，G―W（貨
幣―リンネル），すなわちW―G―W（小麦―貨幣―リンネル）というもう一つ
の運動の最後の局面である」（同 p.１８７）から，リンネルもまた「流通から出
て aus der Cirkulation heraus消費にゆだねられる」。そして聖書やリンネル等
の「商品が立ちのいた流通上の場所につねに沈澱する es schlägt immer nieder
auf eine durch die Waaren geräumte Cirkulationsstelle」（同 p.１９１）のが「貨幣」であ
るから，これを諸商品（存在の「諸規定」）の側から言えば，流通［循環］Zirku-
lationから取り残されて zurückgelegt（前パラグラフ），貨幣の沈澱する底 Grund
からの離脱 ab-（底抜け）であり，「有限なものが没落する［根拠に向かう］es
zugrunde geht」（前パラグラフ）・それゆえ「根拠」をもつとはこのことであっ
た。かくして「消費，欲求の充足，一言で言えば使用価値が，この循環の
究極目的である」のはこのようにしてである。
「これに反して，循環 G―W―Gは，貨幣の極から出発して，最後に同じ
極に帰ってくる」。すると G―W―Gにおいて二つの Gは同一なものの区別
として本質の「諸規定」ではあるが，しかしその区別は「仮象」である――
貨幣は「徹底的な水平派として，あらゆる区別を消し去る」（第三章第三節 a蓄蔵貨幣の
形成 p.２２２）――。そして仮象にその「存立を与えるものは絶対的なものそ
のものである」・換言すれば二つの Gが立てられる「この循環を推進する
動機とそれを規定する目的とは，交換価値そのものである」。
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（１６）第一節資本の一般的定式 十六パラグラフ
単純な商品流通においては，両極が同じ経済的形態をもつ。それらはど
ちらも商品である。それらはまた，同じ大きさの価値をもつ商品である。
しかしそれらは，質的に異なる使用価値，たとえば穀物と衣服である。こ
こでは，生産物交換，すなわち社会的労働がそれでみずからを表わすさま
ざまな素材の変換が，運動の内容をなす。流通 G―W―Gにおいては，それ
とは異なる。この流通は一見したところ無内容に見える。なぜなら，同義
反復的であるからである。Sie scheint auf den ersten Blick inhaltlos, weil tautologisch．
両極は同じ経済的形態をもつ。それらはどちらも貨幣であり，したがって
質的に異なる使用価値ではない。というのは，貨幣は諸商品の転化した姿
態にほかならず，この姿態において諸商品の特殊的使用価値は消えうせて
いるからである。まず一〇〇ポンド・スターリングを綿花と交換し，次い
で，その同じ綿花をふたたび一〇〇ポンド・スターリングと交換すること，
すなわち回り道をして貨幣を貨幣と，同じものを同じものと交換すること
は，ばかばかしくもあれば無目的でもある操作のように見える Erst 100 Pfd.
St. gegen Baumwolle und dann wieder dieselbe Baumwolle gegen 100 Pfd. St. aus-
tauschen, also auf einem Umweg Geld gegen Geld, dasselbe gegen dasselbe, scheint eine
ebenso zwecklose als abgeschmackte Operation。総じて，ある貨幣額が別の貨幣
額から区別されうるのは，その大きさの違いだけによるのである。それゆ
え，過程 G－W－Gは，その両極がともに貨幣であるから，両極の質的な
区別によってではなく，もっぱら両極の量的な相違によって，その内容が
与えられる。最初に流通に投げ込まれたよりも多くの貨幣が，最後に流通
から引きあげられる。一〇〇ポンド・スターリングで買われた綿花が，た
とえば一〇〇プラス一〇ポンド・スターリング，すなわち一一〇ポンド・
スターリングでふたたび売られる。それゆえ，この過程の完全な形態は，
G―W―G’であり，この G’は，G＋⊿ Gすなわち，最初に前貸しされた貨幣
額プラスある増加分，に等しい。この増加分，または最初の価値を超える
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超過分を，私は剰余価値と名づける。それゆえ，最初に前貸しされた価値
は，流通のなかで自己を維持するだけでなく，流通のなかでその価値の大
きさを変え，ある剰余価値をつけ加える。すなわち自己を増殖する。そし
て，この運動が，それ［最初に前貸しされた価値］を資本に転化させるの
である。
＜大＞ A絶対的なものの開陳 四パラグラフ 第四文
――仮象は無

ではなくて，反省であり・絶対的なものへの関

係

である
Der Schein ist nicht das Nichts, sondern er ist Reflexion, Beziehung auf das Absolute。
「流通 G―W―Gは一見したところ無内容に見える（仮象する）」，つまり区
別された二つの Gは（質的に）同じ Gである，というのがいまの見え姿（仮
象）である。しかし「仮象は無ではなくて，反省である」。どのような反
省か。「ある貨幣額が別の貨幣額から区別されうるのは，その大きさの違
いだけによる」から，G―W―Gでは「最初に流通に投げ込まれたよりも多
くの貨幣が，最後に流通から引きあげられる」，これである。つまり G―W―
Gの「完全な形態は，G―W―G’」であり，「この運動が，最初に前貸しさ
れた価値を資本に転化させる」。だから仮象（G―W―G）は「絶対的なもの（G―
W―G’）への関係である」。「絶対的なもの（X０）」が G―W―G’とされ，X０と X１
の準位の違いも表象しやすくなった。
（１７）第一節資本の一般的定式 十七パラグラフ
W―G―Wにおいて，両極のWとW，たとえば穀物と衣服とが，量的に
異なった大きさの価値であるということも，確かにありうる。農民が自分
の穀物をその価値よりも高く売ったり衣服をその価値よりも安く買ったり
することはありうる。また彼のほうが，衣服商人にだまされることもあり
うる。とはいえ，このような価値の不一致は，この流通形態そのものにと
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ってはまったく偶然であるにすぎない。その両極，たとえば穀物と衣服と
がたとえ等価物であっても，この流通形態が G―W―Gのように無意味にな
ってしまうことは決してない Sinn und Verstand verliert sie nicht schier, wie der
Proceß G―W―G, wenn die beiden Extreme Aequivalente sind。両極が等価値だとい
うことは，ここではむしろ正常な経過の条件なのである。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 四パラグラフ 第五文～第六文
換言すれば，仮象が仮象で

あ

る

のは，絶

対

的

な

も

の

が

仮

象

の

う

ち

に

仮

象

し

て

［映現して］い

る

その限りでのことである oder er ist Schein, insofern
das Absolute in ihm scheint。この肯定的な開陳はこうして有限なものをなお
もそれの消失する運動からひきとどめて，それを絶対的なものの表現と
模写とみなすのである Diese positive Auslegung hält so noch das Endliche vor
seinem Verschwinden auf und betrachtet es als einen Ausdruck und Abbild des Abso-
luten。
G―W―Gの「完全な形態は G―W―G’である」（前パラグラフ）ということか
ら，同じくW―G―Wもまた「その両極，たとえば穀物と衣服とが等価物」
であれば「無意味になってしまう」のではないか，という疑念が予想され
る。実際「W―G―Wにおいて，両極のWとW，たとえば穀物と衣服とが，
量的に異なった大きさの価値であるということも，確かにありうる」ので
あればなおさらである。「とはいえ，このような価値の不一致は，この流
通形態そのものにとってはまったく偶然であるにすぎない」のであって，
「両極が等価値だということは，ここではむしろ［反対に］vielmehr正常な
経過の条件なのである」。ではW―G―Wにおける両極の価値の不一致にあ
えて言及するのはなぜなのか。論理の展開はいま要に達しているように思
われる。先には G―W―GにおいてW―G―Wの演ずる役割は何かと問うた
が（十二パラグラフ），その答えがここに見出されるからである。
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「G―W―Gが無内容に見える」（前パラグラフ）のは仮象であったが，その「仮
象が仮象である」のは，「絶対的なもの（G―W―G’）が仮象（W―G―Wにおける
価値の不一致）のうちに（同じ不一致という点において）仮象しているその限り
でのことである」。つまり「この肯定的な開陳――絶対的なものが仮象のうち
に仮象する――はこうして有限なもの（W―G―W）をなおもそれの消失する運
動からひきとどめて，それを絶対的なもの（G―W―G’）の表現と模写とみな
すのである」。言うまでもないことだが，無限なものを無限なもののまま
に捉えることはできない。そこで有限なものを無限なものの表現と模写と
みなすのである。
この点を理解する上で，『大論理学』の次の論理が参考になる。度量篇
第二章の C没度量の一パラグラフである。
排他的な度量は，その実現された向自有の中でも，まだ量的定有の
契機を伴っており，そのためにそれは定量の度盛りに沿うて昇降する
ことが可能であり，諸々の比例は度盛りの上で変化する Das
ausschließende Maß bleibt in seinem realisierten Fürsichsein selbst mit dem Mo-
mente quantitativen Daseins behaftet, darum das Auf- und Absteigens an der Skala
des Quantums fähig, auf welcher die Verhältnisse sich ändern。このような比例
に基くものである或るもの，または質は自分を超出して没

度

量

の中へ
追いやられるのであり，自分の大きさの単なる変化によって没落する
ことになる Etwas oder eine Qualität als auf solchem Verhältnisse beruhend wird
über sich hinaus in dasMaßlose getrieben und geht durch die bloße Änderung seiner
Größe zugrunde。（後略）（岩波版上の二 p.２６８）
W―G―Wの Gは価値尺度 Werthmaßであるから（第三章第一節），商品変態
「小麦―貨幣―リンネル」が完結する貨幣は「排他的な度量」であり，それ
は当の変態において「実現された向自有」である。ただし「農民が自分の
穀物をその価値よりも高く売ったり衣服をその価値よりも安く買ったりす
ることのありうる」のは，排他的度量たる貨幣が「まだ量的定有の契機を
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伴っており，そのためにそれは定量の度盛りに沿うて昇降することが可能
であり，（穀物を高く売ったり衣服を安く買ったりというように）諸々の比例が度
盛りの上で変化する」からである――このとき Gは「目盛り」をもつ「価格の
度量規準 der Maßstab der Preise」である――。そしてこのとき「このような比
例に基くものである或るもの，または質」すなわちWは「自分（の価値）
を超出して没度量の中へ追いやられるのであり，自分の大きさの単なる変
化によって没落することになる」――先に（十四パラグラフ）「有限なものが，没
落することのなかで，絶対的なものへと関係づけられている・ないしは絶対的なもの
を自分自身のもとに含んでいる」と説かれたが，ここではそれが度量の論理で解され
ている――。かくして Gが「没度量」すなわち「度量の中の無限性」（同 p.２９９
訳者註７２）として把握される。「無限」であることの意義は次パラグラフに
説かれるが，ともあれ「肯定的な開陳はこうして有限なものをなおもそれ
の消失する運動からひきとどめて，それを絶対的なものの表現と模写とみ
なす」とはこの謂いである（１０）。またかく読み解いてこそ「貨幣（としての
貨幣・すなわち度量）の資本（としての貨幣・すなわち本質）への転化」であろ
う（１１）。
（１８）第一節資本の一般的定式 十八パラグラフ
買うための販売の反復または更新は，この過程そのものと同じく，この
過程の外にある究極目的，消費に，すなわち特定の諸欲求の充足に，その
限度［度量］と目的とを見いだす Die Wiederholung oder Erneuerung der Verkaufs
um zu kaufen findet, wie dieser Proceß selbst, Maß und Ziel an einem außer ihm liegen-
den Endzwecke, der Konsumtion, der Befriedigung bestimmter Bedürfnisse。これに反
して，販売のための購買では，始まりも終わりも同じもの，貨幣，交換価
値であり，そしてすでにこのことによって，その運動は無限である Im Kauf
für den Verkauf dagegen sind Anfang und Ende dasselbe, Geld, Tauschwerth, und schon
dadurch ist die Bewegung endlos。確かに，Gが G＋⊿ Gになり，一〇〇ポン
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ド・スターリングが一〇〇プラス一〇ポンド・スターリングになってはい
る。しかし，単に質的に考察すれば，一一〇ポンド・スターリングは一〇
〇ポンド・スターリングと同じもの，すなわち貨幣である。また量的に考
察しても，一一〇ポンド・スターリングは，一〇〇ポンド・スターリング
と同じようにある限定された価値額である。もし一一〇ポンド・スターリ
ングが貨幣として支出されるとすれば，それは自分の役割を捨てることに
なるであろう Würden die 110 Pfd. St. als Geld verausgabt, so fielen sie aus ihre Rolle。
それは資本であることをやめるであろう Sie hörten auf Kapital zu sein。もし流
通から引きあげられれば，それは蓄蔵貨幣に石化して，最後の審判の日ま
で蓄え続けられてもびた一文もふえはしない Der Cirkulation entzogen, verstein-
ern sie zum Schatz und kein Farthing wächst ihnen an, ob sie bis zum jüngsten Tage fortla-
gen。ひとたび価値の増殖なるものが問題となれば，増殖の欲求は，一一
〇ポンド・スターリングの場合も一〇〇ポンド・スターリングの場合と同
じである。というのは，両者ともに交換価値の限定された表現であり，し
たがって両者ともに，大きさの増大によって富自体に近づくという同じ使
命をもつからである。確かに，最初に前貸しされた価値である一〇〇ポン
ド・スターリングは，流通においてその価値につけ加えられる一〇ポンド
・スターリングの剰余価値から一瞬のあいだ区別されはするが，しかしこ
の区別はすぐまた消えてなくなる Zwar unterscheidet sich für einen Augenblick
der ursprünglich vorgeschossene Werth 100 Pfd. St. von dem in der Cirkulation ihm zu-
wachsenden Mehrwerth von 10 Pfd. St., aber dieser Unterschied zerfließt sofort wieder。
過程の終わりには，一方の側に一〇〇ポンド・スターリングというもとの
価値が，そして他方の側には一〇ポンド・スターリングという剰余価値が
出てくる，というわけではない。出てくるのは，一一〇ポンド・スターリ
ングという一つの価値 Ein Werthであって，それは，最初の一〇〇ポンド
・スターリングと同じく，まったく価値増殖過程を開始するのに適した
entsprechend形態にある。運動の終わりには，貨幣がふたたび運動の始ま
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りとして出てくる。それゆえ，販売のための購買が行なわれる各個の循環
の終わりは，おのずから新たな循環の始まりをなす Das Ende jedes einzelnen
Kreislaufs, worin sich der Kauf für den Verkauf vollzieht, bildet daher von selbst den An-
fang eines neuen Kreislaufs。単純な商品流通――購買のための販売――は，
流通の外にある究極目的，すなわち使用価値の取得，欲求の充足，のため
の手段として役立つ。これに反して，資本としての貨幣の流通は自己目的
である。というのは，価値の増殖は，この絶えず更新される運動の内部に
のみ実存するからである。それゆえ，資本の運動には際限がない［没度量
的である］Die Bewegung des Kapitals ist daher maßlos。
＜大＞ A絶対的なものの開陳 四パラグラフ 第七文～第九文
だが絶対的なものを自己をとおしてただかいまみさせるにすぎない有
限なものの透明性は，［有限なものが］全体的に消失することに終わる
Aber die Durchsichtigkeit des Endlichen, das nur das Absolute durch sich hin-
durchblicken läßt, endigt in gänzliches Verschwinden；というのは有限的なもの
に絶対的なものに対する区別を維持させることができるようなものは何
ものも，有限なもののもとに存しないからである denn es ist nichts am Endli-
chen, was ihm einen Unterschied gegen das Absolute erhalten könnte；有限なもの
はそれをとおして映現するものによって吸収される媒体である es ist ein
Medium, das von dem, was durch es scheint, absorbiert wird。
「資本の運動には際限がない maßlos」とあるごとく，本パラグラフでも
また C没度量の叙述の参照が理解を助ける。前パラグラフに直続する二
パラグラフである。長いパラグラフの全文を引用するのには理由がある。
抽象的な没度量は，それ自身において没規定的なものとしての，また
度量を変ずることのない単に無関心的な規定性としての定量一般であ
る Das abstrakte Maßlose ist das Quantum überhaupt als in sich bestimmungslos
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und als nur gleichgültig Bestimmtheit, durch welche das Maß nicht verändert wird。
この無関心的な規定性も度量の結節線の中では同時に比率化するもの
として措定されている In der Knotenlinie der Maße ist sie zugleich als spezi-
fizierend gesetzt；即ち，この抽象的な没度量は質的規定性にまで高めら
れるのである jenes abstrakte Maßlose hebt sich zur qualitativen Bestimmtheit
auf；つまり，最初にあった度量比例は新しい度量比例に移って行く
が，この新しい度量比例は最初のものに関して云えば没度量なのであ
る。しかし，この新しい度量比例も，それ自身は同様にまた一つの向
自有的な質である；das neue Maßverhältnis, in welches das zuerst vorhandene
übergeht, ist ein Maßloses in Rücksicht auf dieses, an ihm selbst aber ebenso eine
für sich seiende Qualität．この意味で，比率的実存相互の間の交替が，ま
た同様に比率的実存と，単にあくまでも量的でしかない諸比例との間
の交替が生ずるが，――この交替は無

際

限

に続く so ist die Abwechslung
von spezifischen Existenzen miteinander und derselben ebenso mit bloß quantitative
bleibenden Verhältnissen gesetzt，―so fort ins Unendliche。それ故に，この推
移の中にあるものは，比率的諸比例の否定であるとともに，また量的
進 行そのものの否定である Was also in diesem Übergehen vorhanden ist, ist
sowohl die Negation der spezifischen Verhältnisse als die Negation des quantitativen
Fortgangs selbst；云いかえると，それは向自有的な無

限

である das für-
sichseiende Unendliche。――定有に現われた質

的

無限性は，有限的なも
のの中における無限なるものの突発であった。それも，直

接

的

推

移

と
してのそれであり，彼岸の中での此岸の消失としてのそれであった。
Die qualitative Unendlichkeit, wie sie am Dasein ist, war das Hervorbrechen des Un-
endlichen am Endlichen, als unmittelbarer Übergang und Verschwinden des Dies-
seits in seinem Jenseits．これに対して量

的

無限性は，その規定からいっ
て，すでに定量の連

続

性

であり，定量の自分を越えての連続性であっ
た Die quantitative Unendlichkeit hingegen ist ihrer Bestimmtheit nach schon die
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Kontinuität des Quantums, eine Kontinuität desselben über sich hinaus即ち質的
に有限であるものが無限に成

る

のである Das qualitativ Endliche wird zum
Unendlichen；即ち量的に有限なものが，それ自身において自分の彼岸
であり，自

分

の

彼

方

を

指

し

示

し

て

い

る

das quantitativ Endliche ist sein Jen-
seits an ihm selbst und weist über sich hinaus。ところが，この度量の比率化
の無限性は量的なものと質的なものとの双方を互に止

揚

し

あ

う

ものと
して措

定

す

る

のであり，この点で両者の中の最初の直接的な統

一

（即
ち度量一般であるもの）を，自分に復帰したものとして，従ってそれ
自身が措

定

さ

れ

た

ものとして措定するのである Aber diese Unendlichkeit
der Spezifikation des Maßes setzt ebensowohl das Qualitative wie das Quantitative als
sich ineinander aufhebend und damit die erste, unmittelbare Einheit derselben,
welche das Maß überhaupt ist, als in sich zurückgekehrt und damit selbst als gesetzt。
質的なもの，即ち比率的実存は，比例の大きさの変化だけの問題であ
るかのような形で，他の比率的実存に移って行く Das Qualitative, eine
spezifische Existenz, geht in eine andere so über, daß nur eine Veränderung der
Größenbestimmtheit eines Verhältnisses vorgeht；従って質的なものそのもの
の［他の］質的なものへの変化は外面的で無関心的な変化のようにな
り，自

分

自

身

と

の

一

致

であるように見えることになる die Veränderung
des Qualitativen selbst in Qualitatives ist damit als eine äußerliche und gleichgültige
und als ein Zusammengehen mit sich selbst gesetzt；量的なものは，元々質的な
もの，即且向自的な規定在に転化するものとして，止揚されるのであ
る das Quantitative hebt sich ohnehin als umschlagend in Qualitatives, das An-und-
für-sich-Bestimmtsein auf。ところで，このように度量の交替の中でそれ
自身として連続する統一こそ，真に恒常的で独立的な物

質

であり，事

柄

にほかならない Diese so sich in ihrem Wechsel der Maße in sich selbst kon-
tinuierende Einheit ist die wahrhaft bestehenbleibende, selbständige Materie, Sache。
（岩波版上の二 p.２６８）
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前パラグラフにおいて G―W―Gの Gは「没度量」として把握されたが，
それはW―G―Wにおける両極

の「価値の不一致」によるのだから――とい
うことは媒辞の規定が他において in alioであり，それ自身において in se規定されてい
ない，ゆえに――，「それ自身においては没規定的なもの」である。つまり
それは「抽象的な没度量」であり，W―G―Wで価値の不一致が生じうるよ
うに「度量を変ずることのな

い

単

に

（商品の価値に）無関心的な規定性とし
ての定量一般である」。W―G―Wの「反復または更新」は「この過程その
ものと同じく，（価値でなく）この過程の外にある究極目的，消費に，すな
わち特定の諸欲求の充足に，その限度［度量］と目的とを見いだす」と説
かれるのはこのためである――「定量は無限的なものであって，自分を乗り越え
て進む。即ち定量は自分の否定になる das Quautun ist unendlich, geht über sich hinaus,
es ist die Negation seiner」（岩波版上の二 p.８６）――。「これに反して，販売のため
の購買では，始まりも終わりも同

じ

も

の

，貨幣，交換価値である」から，
「無関心的な規定性」も定量のように「自分の否定になる」ことはなく，「抽
象的な没度量は質

的

規定性にまで高められるのである」。つまり「最初に
あった貨幣，交換価値は新しいそれに移って行く」（「比率的実存相互の間の
交替」）が，「この交替は無際限に続く so fort ins Unendliche」（「その運動は無限 endlos
である」）。
「確かに，Gが G＋⊿ Gになり，一〇〇ポンド・スターリングが一〇〇
プラス一〇ポンド・スターリングになってはいる」が，「この推移の中に
あるものは，比率的諸比例（質）の否定であるとともに，また量的進行そ
のものの否定である」。というのは――「単に質的に考察すれば，一一〇
ポンド・スターリングは一〇〇ポンド・スターリングと同じもの，すなわ
ち貨幣である」から，そこには「彼岸の中での此岸の消失」はない。また
「量的に考察しても，一一〇ポンド・スターリングは，一〇〇ポンド・ス
ターリングと同じようにある限

定

さ

れ

た

価値額」であって，一〇〇ポンド
・スターリングが「無限（の価値額）に成る」わけではない。――だから
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である。それゆえ「もし一一〇ポンド・スターリングが貨幣として支出さ
れるとすれば，それは自分の役割を捨てることになるであろう」，なぜな
らその場合「度量の比率化の無限性が（上述したように）量的なものと質的
なものとの双方を互に止揚しあうものとして措定する」ことはな

い

からで
ある。一一〇ポンド・スターリングは「資本であることをやめる」，とい
うのは「資本」すなわち「質的なもの」は「大きさの変化だけの問題であ
るかのような形で，他の質的なものに移って行き」，したがってその「変
化」は「自分自身との一致」であるが，貨幣として支出された一一〇ポン
ド・スターリングにはそうした変化がな

い

からである。また「もし流通か
ら引きあげられれば，それは蓄蔵貨幣に石化して，最後の審判の日まで蓄
え続けられてもびた一文もふえはしない」，石化したものは何ものにも「転
化」しな

い

からである。「ひとたび価値の増殖なるものが問題となれば，
増殖の欲求は，一一〇ポンド・スターリングの場合も一〇〇ポンド・スタ
ーリングの場合と同じである」，すなわち両者ともに「大きさの増大によ
って富自体に近づくという同じ使命をもつ」ところの――「交替の中でそれ
自身として連続する統一」であるところの――，「真に恒常的で独立的な物質で
あり，事柄（すなわち資本）にほかならない」。――ここを境に『資本論』は
対応の相手を度量論から絶対的なもの論に換える――
「確かに，最初に前貸しされた価値である一〇〇ポンド・スターリング
は，流通においてその価値につけ加えられる一〇ポンド・スターリングの
剰余価値から一瞬のあいだ区別されはするが，しかしこの区別はすぐまた
消えてなくなる」，それは，「絶対的なものを自己をとおしてただかいまみ
させるにすぎない（たがいに区別される）有限なものの透明性は，［有限なも
のが］全体的に消失することに終わる」からである。実際「販売のための
購買が行なわれる各個の循環の終わりは，おのずから新たな循環の始まり
をなす」のであった。
だから「単純な商品流通――購買のための販売――が，流

通

の

外

にある
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究極目的，すなわち使用価値の取得，欲求の充足，のための手段として役
立つ」，このことは，「有限なもの（W―G―W）に絶対的なもの（G―W―G）に
対する区別を維持させることができるようなものは何ものも，有

限

な

も

の

の

も

と

に

存しない」ことを示していよう。
「これに反して，資本としての貨幣の流通は自己目的である」が，これ
は「有限なもの」の無意義を言うのではない。なぜなら，「絶えず更新さ
れる運動の内部にのみ実存する」ところの「価値の増殖」において「有限
なものはそれをとおして映現するものによって吸収される媒体 ein Me-
dium」であるからである（「絶対的なものの表現と模写」（前パラグラフ）としての
「有限なもの」）。「資本の運動に際限がない」のはこのようにしてであった。
（１９）第一節資本の一般的定式 十九パラグラフ
この運動の意識的な担い手として，貨幣所有者は資本家になる Als
bewußter Träger dieser Bewegung wird der Geldbesitzer Kapitalist。彼の人格，また
はむしろ彼のポケットは，貨幣の出発点であり帰着点である Seine Person,
oder vielmehr seine Tasche, ist der Ausgangspunkt und der Rückkehrpunkt des Geldes。
あの流通（G―W―G）の客観的内容――価値の増殖――は彼の主観的目的
である。そして，ただ抽象的富をますます多く取得することが彼の操作の
唯一の推進的動機である限りでのみ，彼は資本家として，または人格化さ
れた――意志と意識とを与えられた――資本として，機能するのである。
Der objective Inhalt jener Cirkulation―die Verwerthung des Werths―ist sein subjektiver
Zweck, und nur soweit wachsende Aneignung des abstrakten Reichthums das allein trei-
bende Motiv seiner Operationen, funktionirt er als Kapitalist oder personificirtes, mit Wil-
len und Bewußtsein begabtes Kapital．それゆえ，使用価値は，決して資本家の
直接的目的として取り扱われるべきではない Der Gebrauchswerth ist also nie
als unmittelbarer Zweck des Kapitalisten zu behandeln。個々の利得もまたそう取り
扱われるべきではなく，利得することの休みのない運動のみが資本家の直
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接的目的として取り扱われるべきである Auch nicht der einzelne Gewinn, son-
dern nur die rastlose Bewegung des Gewinnens。この絶対的な致富運動，この熱
情的な価値の追求は，資本家と貨幣蓄蔵者とに共通であるが，しかし，貨
幣蓄蔵者は狂気の沙汰の資本家でしかないのに，資本家は合理的な貨幣蓄
蔵者である Dieser absolute Bereicherungstrieb, diese leidenschaftliche Jagd auf den
Werth ist dem Kapitalisten mit dem Schatzbildner gemein, aber während der Schatzbild-
ner nur der verrückte Kapitalist, ist der Kapitalist der rationelle Schatzbildner。価 値 の
休みのない増殖――貨幣蓄蔵者は，貨幣を流通から救い出そうとすること
によってこのことを追求するのであるが，より賢明な資本家は，貨幣を絶
えず繰り返し流通にゆだねることによってこのことを達成する Die rastlose
Vermehrung des Werths, die der Schatzbildner anstrebt, indem er das Geld vor der Cirku-
lation zu retten sucht, erreicht der klügere Kapitalist, indem er es stets von neuem der
Cirkulation preisgiebt。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 五パラグラフ
それだから絶対的なもののこの肯定的な開陳はそれ自身が映現する運
動にすぎない Diese positive Auslegung des Absoluten ist daher selbst nur ein
Scheinen；というのは，この開陳および開陳された内容が含んでいる真
に肯定的なものは絶対的なものそのものだからである denn das wahrhaft
Positive, was sie und der ausgelegte Inhalt enthält, ist das Absolute selbst。どのよう
なより進んだ規定が現われようと，絶対的なものがそのなかで映現する
形式は無的なもの［無という性格をもった有限なもの］であって，開陳
はこれを外

か

ら

とりあげ，それらのもとに自分の行いへの端

緒

を獲得す
るのである Was für weitere Bestimmungen vorkommen, die Form, worin das Abso-
lute scheint, ist ein Nichtiges, das die Auslegung von außenher aufnimmt und woran sie
einen Anfang zu ihrem Tun gewinnt。そのような規定は絶対的なもののなか
に自分の端緒をではなく，自

分

の

終

末

［目的］をもつにすぎない Eine solche
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Bestimmung hat nicht im Absoluten ihren Anfang, sondern nur ihr Ende。それだか
らこの開陳する運動はたしかにこの運動がそれへと帰

っ

て

ゆ

く

絶対的な
ものへのそれの関

係

によっては絶対的な行いであるが，しかし絶対的な
ものにとって外的な規定であるこの運動の出

発

点

に関しては［絶対的な
行 い］でない Dieses Auslegen ist daher zwar absolutes Tun durch seine Beziehung
auf das Absolute, in das es zurückgeht , aber nicht nach seinem Ausgangspunkte, der eine
dem Absoluten äußerliche Bestimmung ist。
なるほど「資本の運動は没度量的である maßlos」（前パラグラフ）が，しか
し「定有するすべてのものは一つの度量をもつ」（岩波版上の二 p.２１４）のだか
ら，「この運動」は仮象である。つまり「絶対的なもののこの肯定的な開
陳がそれ自身映現する［仮象する］運動にすぎない」のであって，資本の
「この運動の意識的な担い手として，貨幣所有者は資本家になる」とはこ
の謂いである。「この開陳（「ポケットが貨幣の出発点であり帰着点である」と映
現する「流通（G―W―G）」）および開陳された内容（その流通の「客観的内容－価
値の増殖」）が含んでいる真に肯定的なもの（肯定されるもの，すなわち「彼の
資本家としての，または人格化された――意志と意識とを与えられた――資本として
の，機能」）は絶対的なものそのもの（「ただ抽象的富をますます多く取得するこ
とが彼の操作の唯一の推進的動機である」こと）」である。「使用価値」や「個々
の利得」（個別的なもの das Einzelne）は「より進んだ規定」であるが，それ
は「絶対的なものがそのなかで映現する無という性格をもった形式」であ
り，「開陳」すなわち「利得することの休みのない運動」は偶有的なこれ
らを「外からとりあげ，それらのもとに自分の行いへの端緒を獲得するの
である」――「E―B」すなわち三段論法の小前提，ヘーゲルの推理論では第一前提――。
「貨幣蓄蔵者が狂気の沙汰の資本家でしかないのに，資本家は合理的な貨
幣蓄蔵者である」（「B―A」，大前提ないし第二前提）のは，「貨幣蓄蔵
Schatzbildung」という「規定は絶対的なもの（「絶対的な致富運動」）のなかに
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自分の端緒をではなく，自分の終末をもつにすぎない」からである――「貨
幣蓄蔵者は，貨幣を流通から救い出そうとすることによって（直接的・非媒介的に）
価値の休みのない増殖を追求する」から，これでは「E―A」が推理によって媒介されえ
ない。なるほど「熱情的な価値の追求は，資本家と貨幣蓄蔵者とに共通である」が，
しかし「区分のなかで現われる特殊的なもの（貨幣蓄蔵）にとっては，区分の根拠を
なしているものに関しても，また選言の諸分肢が相互にもつべき一定の関係に関して
も，いかなる固有の根拠も現存しない」（『大論理学』３ p.３２４）のである――。すなわ
ち「この開陳する運動（「価値の休みのない増殖」）はたしかにこの運動が
それへと帰ってゆく絶対的なものへのそれの関係によって durch（「より賢
明な資本家は，貨幣を絶えず繰

り

返

し

流通にゆだねることによって」）は絶対的な行
いである（結論「E―A」。たんなる「追求する」にとどまらない「達成する」）」――
ここで要点は「繰り返し」にある（１２）。「B―A，E―B，∴E―A」における媒概念曖昧の虚
偽 sophisma figurae dictionisを繰り返しが防ぐからである（拙稿「前望的展望と回顧的展
望」）――。しかし「絶対的なものにとって外的な規定であるこの運動の出
発点に関しては絶対的な行い Tunでない」――資本家にせよ貨幣蓄蔵者にせよ，
その「主観的目的」は「絶対的な致富運動」であり，つまり「まだ与えられた［にす
ぎない］客観性が最初の形式として単一な形式へと・それだから概

念

の形式へと転化
される」（『大論理学』３ p.３１３）ところの定義（E―A），したがって理論的理念である。そ
れは実践的理念として実在化される課題を残している（１３）――。
（２０）第一節資本の一般的定式 二十パラグラフ
商品の価値が単純な流通においてとる自立的形態―貨幣形態―は，商品
交換を媒介するのみであって，運動の最終の結果においては消えうせる。
これに反して，流通 G―W―Gにおいては，商品と貨幣とはともに，価値そ
のものの異なる実存様式として――すなわち貨幣は価値の一般的な実存様
式として，商品は価値の特殊ないわばただ仮装しただけの実存様式とし
て――機能するにすぎない In der Cirkulation G―W―G funktionieren dagegen beide,
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Waare und Geld, nur als verschiedne Existenzweisen des Werths selbst, das Geld seine all-
gemeine, die Waare seine besondre, so zu sagen nur verkleidete Existenzweise。価値は，
この運動のなかで失われることなく，絶えず一つの形態から別の形態へ移
っていき，こうして一つの自動的な主体に転化する Er geht beständig aus der
einen Form in die andre über, ohne sich in dieser Bewegung zu verlieren, und verwandelt
sich so in ein automatisches Subjekt。自己を増殖しつつある価値がその生活の
循環のなかでかわるがわるとる特殊な現象諸形態を固定させてみれば，そ
こで得られるのは，資本は貨幣である，資本は商品である，という説明で
ある Fixirt man die besondren Erscheinungsformen, welche der sich verwerthende
Werth im Kreislauf seines Lebens abwechselnd annimmt, so erhält man die Erklärungen :
Kapital ist Geld, Kapital ist Waare。しかし，実際には，価値はここでは過程の
主体になるのであって，この過程のなかで貨幣と商品とに絶えず形態を変
換しながらその大きさを変え，原価値としての自己自身から剰余価値とし
ての自己を突き出して，自己自身を増殖するのである In der Taht aber wird der
Werth hier das Subjekt eines Processes, worin er unter dem beständigen Wechsel der For-
men von Geld und Waare, seine Größe selbst verändert, sich als Mehrwerth von sich
selbst als ursprünglichem Werth abstößt, sich selbst verwerthet。というのは，価値
が剰余価値をつけ加える運動は，価値自身の運動であり，価値の増殖であ
り，したがって自己増殖であるからである。価値は，それが価値であるが
ゆえに価値を生むという，摩訶不思議な［隠された］資質を受け取った Er hat
die okkulte Qualität erhalten, Werth zu setzen, weil er Werth ist。それは，生きた子
を生むか，または少なくとも金の卵を生むのである。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 六パラグラフ 第一～四文
だが実際に絶対的なものを開陳する運動は絶対的なものの固

有

の

行い
である。そしてこの行いは自

己

の

て

も

と

では

じ

ま

り

，また自

己

の

て

も

と

に

到

達

す

る

。In der Tat aber ist das Auslegen des Absoluten sein eigenes Tun, und das
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bei sich anfängt , wie es bei sich ankommt．絶対的なものはただ絶対的同一性と
してのみ規

定

さ

れ

て

いる，すなわち同

一

的

な

も

の

として［規定されてい
る］Das Absolute, nur als absolute Identität, ist es bestimmt , nämlich als Identisches；
それは，対立および多様態に対して，反省によってそ

の

よ

う

に

定

立

さ

れ

て

い

る

es ist durch die Reflexion so gesetzt gegen die Entgegensetzung und Mannigfal-
tigkeit；換言すれば絶対的なものは反省および規定する運動一般の否

定

的

な

も

の

にすぎない oder es ist nur das Negative der Reflexion und des Bestim-
mens überhaupt。
前パラグラフで「開陳する運動」が「絶対的なものへと帰ってゆく」と
され，また「この運動の出発点が外的な規定である」と説かれたが，しか
し絶対的なものや出発点がこの運動と別にあるのではない。「絶対的なも
のを開陳する運動（「流通 G―W―G」）は絶対的なもの（「価値そのもの」）の固

有

の

行いであり，そしてこの行いは自己のてもと（G）ではじまり，また自
己のてもと（G）に到達する」。「商品と貨幣」は「価値の一般的または特
殊な実存様式として機能するにすぎない」のであって，価値そのものは「一
つの自動的な主体に転化する」のである。「資本は貨幣である，資本は商
品である」というのは「自己を増殖しつつある価値がその生活の循環のな
かでかわるがわるとる特殊な現象諸形態」であり（１４），「しかし，実際には」，
「価値」すなわち「絶対的なもの」は「自己を増殖しつつある価値」・「た
だ絶対的同一性としてのみ規定されている，すなわち同一的なものとして
規定されている」。価値は「この過程のなかで貨幣と商品とに絶えず形態
を変換しながらその大きさを変え（「対立および多様態」），原価値としての自
己自身から剰余価値としての自己を突き出して sich abstößt（「反省」），（それ
によって）自己自身を増殖する（「そのように定立されている」）」。「摩訶不思議
な資質 die okkulte Qualität」は「隠された資質」として「否定的なもの」で
ある――okkult<oc-cultus――。「それが価値であるがゆえに価値を生む」と
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ころの価値（絶対的なもの）は，だからそうした「（反省および規定する運動一
般のもっている）否定的なものにすぎない」。
（２１）第一節資本の一般的定式 二十一パラグラフ
価値は，貨幣形態および商品形態をあるいはとりあるいは脱ぎながら，
しかもこの変換のなかで自己を維持し拡大するのであるが，このような過
程の支配的主体として，価値はなによりもまず，それによって価値の自己
自身との同一性が確認されるような一つの自立的形態を必要とする Als das
übergreifende Subjekt eines solchen Processes, worin er Geldform und Waarenform bald
annimmt, bald abstreift, sich aber in diesem Wechsel erhält und ausreckt, bedarf der
Werth vor allem einer selbständigen Form, wodurch seine Identität mit sich selbst konsta-
tirt wird。そして，このような形態を，価値はただ貨幣という形でのみもつ。
それゆえ，貨幣は，あらゆる価値増殖過程の出発点と終点とをなす Dieß
bildet daher Auagangspunkt und Schlußpunkt jedes Verwerthungsprocesses。それは一
〇〇ポンド・スターリングであったが，いまでは一一〇ポンド・スターリ
ングである。等々。しかし，貨幣そのものは，ここでは価値の一つの形態
として通用するだけである。というのは，価値は二つの形態をもつからで
ある。Aber das Geld selbst gilt hier nur als eine Form des Werths, denn er hat deren zwei．
商品形態をとることなしには，貨幣が資本になることはない Ohne die An-
nahme der Waarenform wird das Geld nicht Kapital。したがって，貨幣はこの場合
には，蓄蔵貨幣形成の場合のように商品にたいして敵対的に登場すること
はない Das Geld tritt hier also nicht polemisch gegen die Waare auf, wie in der
Schatzbildung。資本家の知っているように，すべての商品は，いかにみす
ぼらしく見えようとも，またいかにいやな臭いがしようとも，神かけてま
ぎれもなく貨幣であり，内面的に割礼を受けたユダヤ人であり，しかもそ
のうえ，貨幣をより多くの貨幣にするための奇跡的手段である Der Kapitalist
weiß, daß alle Waaren, wie lumpig sie immer aussehn oder wie schlecht sie immer
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riechen, im Glauben und in der Wahrheit Geld, innerlich beschnittne Juden sind, und
zudem wunderthätige Mittel, um aus Geld mehr Geld zu machen。
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 六パラグラフ 第五～七文
――それだから［絶対的なものが否定的なものなのだから］絶対的なものを
開陳するあの運動だけでなく，ひたすらそのてもとへと到

達

し

た

この絶

対

的

な

も

の

そのものもまた不完全なものである Nicht nur jenes Auslegen des
Absoluten ist daher ein Unvollkommenes, sondern auch dies Abso lute selbst, bei
welchem nur angekommen wird。換言すれば絶

対

的

同

一

性

としてのみ規定さ
れているあの絶対的なものは外

的

反

省

の

絶

対

的

な

も

の

にすぎない Oder
jenes Absolute, das nur als absolute Identität ist, ist nur das Absolute einer äußeren Re-
flexion。それだからそれは絶対的に絶対的なものではなくて，或る規定
態における絶対的なものである，換言すればそれは属性である Es ist da-
her nicht das Asolut-Absolute, sondern das Absolute in einer Bestimmtheit, oder es ist
Attribut。
「価値」が「なによりもまず，それによって価値の自己自身との同一性
が確認されるような一つの自立的形態を必

要

と

す

る

」のは，それなくして
は「貨幣形態および商品形態をあるいはとりあるいは脱ぎながら，しかも
この変換のなかで自己を維持し拡大する」ところの「絶対的なもの（価値）
を開陳するあの運動」が「不完全なもの」だからである。そこで「このよ
うな（自立的）形態を，価値はただ貨幣という形でのみもつ」のである。「ひ
たすらそのてもとへと到達したこの絶対的なものそのもの」とは，「一〇
〇ポンド・スターリングであったが，いまでは一一〇ポンド・スターリン
グである，等々」の「貨幣」であり，このように「貨幣は，あらゆる価値
増殖過程の出発点と終点とをなす」。しかしその「絶対的なものそのもの
もまた不完全なものである」と言われるのは，「貨幣そのものは，ここで
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は価値の（二つの形態のうち）一つの形態として通用するだけ」であり，と
ころが「商品形態をとることなしには，貨幣が資本になることはない」か
らである。
「不完全なもの」ということから論理の負の方向への展開を予想すると
間違える。逆である。つまり「貨幣はこの場合には（すなわち資本としての
貨幣は），蓄蔵貨幣形成の場合のように商品にたいして敵対的に登場するこ
とはな

い

」のだから，前パラグラフで「絶対的同一性としてのみ（「すなわ
ち同一的なものとして」）規定されているあの絶対的なもの」であり，それ
は――ソシュールに藉口すれば「必ずしも貨幣蓄蔵の消滅を巻き添えにはしない」（『一
般言語学講義』p.２２８）ところの絶対的なもの，すなわち――「外的反省の（もたらす）
絶対的なものにすぎない」。意味するところは次である。「貨幣そのものが
価値の一つの形態」であることは貨幣蓄蔵者も知っていた。しかし彼が知
らないことがあり，彼が知らないそのことによって知られる（外的反省）
ような「資本家が知っている」ことがある。すなわち「す

べ

て

の

商品は貨
幣である」・したがって価値である，これである。「すべての商品は，貨幣
をより多くの貨幣にするための奇跡的手段［媒体］Mittel」なのであった。
ゆえに価値（資本としての貨幣）は「或る規定態における絶対的なもの」（貨
幣以外の商品によって媒介された絶対的なもの）として「属性」（実体への内属性）
である――「商品は内面的に割礼を受けたユダヤ人（貨幣）」，つまり「一商品が一般
的等価形態にあるのは，ただ，その商品が他のすべての商品によって排除されるから
であり，またその限りでのことである」（第一章第三節 C一般的価値形態 p.１１８）（１５）――。
（２２）第一節資本の一般的定式 二十二パラグラフ
単純な流通においては，商品の価値は，その使用価値に相対してせいぜ
い貨幣という自立的形態を受け取るにすぎないが，この場合はその価値が
突然に，過程を進みつつある，みずから運動しつつある実体として現われ
るのであって，この実体にとっては，商品および貨幣は二つの単なる形態
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にすぎない Wenn in der einfachen Cirkulation der Werth der Waaren ihrem Gebrauch-
swerth gegenüber höchstens die selbständige Form des Geldes erhält, so stellt er sich hier
plötzlich dar als eine processierende, sich selbst bewegende Substanz, für welche Waare
und Geld beide bloße Formen。しかもそれだけではない Aber noch mehr。価値
はいまや，商品関係を表わす代わりに，いわば自己自身にたいする私的な
関 係 にはいり込む Statt Waarenverhältnisse darzustellen, tritt er jetzt so zu sagen in
ein Privatverhältniß zu sich selbst。それは原価値としての自己を，剰余価値と
しての自己から区別し，父なる神としての自己を，子なる神としての自己
自身から区別するのであるが，父も子もともに同じ年齢であり，しかも，
実はただ一個の人格でしかない。というのは，前貸しされた一〇〇ポンド
・スターリングは，一〇ポンド・スターリングの剰余価値によってのみ資
本になるのであって，それが資本になるやいなや，すなわち子が生まれそ
して子によって父が生まれるやいなや，両者の区別はふたたび消えうせ，
両者は一者，一一〇ポンド・スターリングであるからである。Er unter-
scheidet sich als ursprünglicher Werth von sich selbst als Mehrwerth, als Gott Vater von
sich selbst als Gott Sohn, und beide sind vom selben Alter, und beiden in der That nur eine
Person, denn nur durch den Mehrwerth von 10 Pfd. St. werden die vorgeschossenen 100
Pfd. St. Kapital, und sobald sie dieß geworden, sobald der Sohn, und durch den Sohn der
Vater erzeugt, verschwindet ihr Unterschied wieder und sind beide Eins, 110 Pfd. St.
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 七パラグラフ 第一文～第二文
だが絶対的なものは，それが外的反省の対

象

であり・それだから外的反
省によって規定されたものであるというので，属性であるというだけでは
ない Aber das Absolute ist nicht nur Attribut, weil es Gegenstand einer äußeren Reflexion
und somit ein durch sie Bestimmtes ist。――換言すれば反省は絶対的なものに
とってたんに外

的

で

あるだけではない Oder die Reflexion ist nicht nur ihm
äußrlich ;
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前パラグラフでは絶対的なもの（価値）が外的反省によって把握された
が，絶対的なものは明らかにそこにとどまることはできない。価値はいま
だ，一つの流通において二つの循環にいわば引き裂かれている。「しかも
それだけではない」を境に本パラグラフが区別されるのは，その引き裂か
れを超える構えである。前後のそれぞれは度量篇第三章のＡ絶対的無差別
の二つのパラグラフに対応する。まず一パラグラフである。
有は抽象的無関心性である。この無関心性は，それ自身が有と考え
らるべきものであるから，この有の抽象的無関心性に対しては無

差

別

という言葉が用いられた。――即ち，そこにはまだ如何なる種類の規
定性もないはずである Das Sein ist die abstrakte Gleichgültigkeit ― wofür, da sie
für sich als Sein gedacht warden soll, der Ausdruck Indifferenz gebraucht worden
ist―，an der noch keine Art von Bestimmtheit sein soll；純量は，あらゆる規
定を容れ得るものとして無差別である。しかしそのために，あらゆる
規定は純量に対して外面的であるとともに，また純量も積極的に，こ
れらの規定と如何なる関連をももつものではない；die reine Quantität ist
die Indifferenz als aller Bestimmungen fähig, so aber, daß diese ihr äußerlich［sind］
und sie aus sich keinen Zusammenhang mit denselben hat．ところが，ここに
絶対的無差別と名づけられた無差別は，有のすべての規定性，即ち質，
量，及びその両者の最初の直接的統一である度量の否

定

を

経

て

自

分

を

自

分

と

媒

介

し

て

，単純な統一となったところの無差別である die Indiffer-
enz aber, welche die absolute gennant werden kann, ist［die］, die durch die Negation
aller Bestimmtheiten des Seins, der Qualität und Quantität und deren zunächst un-
mittelbarer Einheit, des Maßes, sich mit sich zur einfachen Einheit vermittelt。この
無差別においては，規定性は精々状態としてあるにすぎない。云いか
えると，無差別を基体とするところの質

的

な

外

面

的

存

在

としてあるに
すぎない。Die Bestimmtheit ist an ihr nur noch als Zustand, d.i. als ein qualitatives
Äußerliches , das die Indifferenz zum Substrate hat.
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「無差別」と「絶対的無差別」とが対比され，「純量」を例に前者は絶対
的なものの開陳に謂う「外的反省の対象であり・それだから外的反省によ
って規定されたものである」。他方後者は「それだけではない」。それは「み
ずから運動しつつある実体として現われる」ところの「価値」がそうであ
るように，「自分を自分と媒介して，単純な統一となったところの無差別
である」。だから「この無差別においては，規定性は精々状態としてある
にすぎない」ごとくに，「この実体（価値）にとっては，商品および貨幣は
二つの単なる形態にすぎない」のである。
そこでＡ絶対的無差別の二パラグラフ。
ところが，このように質的な外面性と規定されたものは，単に消滅す
るものにすぎない Das aber, was so als qualitatives Äußerliches bestimmt wor-
den, ist nur ein Verschwindendes。即ち質的なものも，このように有［基体］
に対して外面的となると，自分自身と反対のものとなり，単に自分を
止揚するものとなる als so äußerlich gegen das Sein ist das Qualitative als
Gegenteil seiner selbst nur das sich Aufhebende。規定性［質］は，こうして
基体の上に精々空しい区別として措定されたものにすぎないことにな
る Die Bestimmtheit ist auf diese Weise an dem Substrate nur noch gesetzt als ein
leeres Unterscheiden。けれども，この空しい区別こそ，結果としての無
差別そのものなのである Aber eben dies leere Unterscheiden ist die Indifferenz
selbst als Resultat。しかも，まさにこの意味において，無差別は具体的
なものであり，有のすべての規定の否定を経て自分自身の中で自分と
媒介したものにほかならない Und zwar ist sie so das Konkrete, das in ihm
selbst durch die Negation aller Bestimmungen des Seins mit sich Vermittelte。また，
このような媒介として，無差別は否定と比例とを含んでいる。従って
状態と呼ばれたものは，無差別のもつ内在的で，自己関係的な区別［そ
のもの］なのである Als diese Vermittlung enthält sie die Negation und Verhältnis,
und was Zustand hieß， ist ihr immanentes, sich auf sich beziehendes Unter-
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scheiden；即ち，まさに外面性と外面性の消失とが相まって，有の統
一を無差別とするのであり，またそれ故に，この外面性は無差別の内

部

に

存在している。のみならず，また外面性が無差別の中に存在する
ことになるからこそ，無差別も単に基体であることをやめるのであり，
そ

れ

自

身

に

お

い

て

単に抽象的であることをやめるのである。eben die
Äußerlichkeit und deren Verschwinden macht die Einheit des Seins zur Indiffernz
und ist also innerhalb dieser, welche damit aufhört, nur Substrat und an ihr selbst nur
abstrakt zu sein.
「商品関係」は商品と貨幣という「質的な外面性と規定されたもの」の
関係であるから，それは「単に消滅するものにすぎない」（「商品関係を表わ
さずに，その代わり statt」）。「けれども，この（商品と貨幣とがそれとして措定さ
れた）空しい区別こそ，結果としての無差別（「価値」）そのものなのである」。
すなわち，「有のすべての規定」は「純粋有」（岩波版上の二 p.７８）の規定（否
定）であるから，「有のすべての規定の否定」は「否定の否定」として「自
分自身の中で自分と媒介したもの」であり，「自己自身にたいする私的な
関係」，これである。かくして価値（無差別）は，「子が生まれそして子に
よって父が生まれるやいなや，両者の区別はふたたび消えうせ，両者は一
者である」ところの「資本」にほかならない。それが私的な関係であるか
らには，「反省は絶対的なもの（価値）にとってたんに外的であるだけでは
ない」だろう（１６）。
（２３）第一節資本の一般的定式 二十三パラグラフ
したがって，価値は，過程を進みつつある価値，過程を進みつつある貨
幣になり，そしてこのようなものとして資本になる Der Werth wird also proces-
sirender Werth, processirendes Geld und als solches Kapital。価値は，流通から出て
きてふたたび流通にはいり込み，流通のなかで自己を維持しかつ幾倍にも
し，増大して流通からもどってくるのであり，そしてこの同じ循環を絶え
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ず繰り返し新たに始めるのである Er kommt aus der Cirkulation her, geht wieder
in sie ein, erhält und vervielfältigt sich in ihr, kehrt vergrößert aus ihr zurück und beginnt
denselben Kreislauf stets wieder von neuem。G―G’，貨幣を生む貨幣――money
which begets money――これが，資本の最初の代弁者である重商主義者た
ちの語った資本の記述である G―G’, geldheckendes Geld―money which begets
money―lautet die Beschreibung des Kapitals in Munde seiner ersten Dolmetscher, der
Merkantilisten。（１７）
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 七パラグラフ 第三文
そうではなくて，反省は，それが絶対的なものにとって外

的

で

あるそ
のゆえに，直

接

に

絶対的なものにとって内

的

で

ある sondern unmittelbar
darum, weil sie ihm äußerlich ist, ist sie ihm innerlich。
「自立的形態を受け取るにすぎない」（前パラグラフ）貨幣に対して，「過程
を進みつつある，みずから運動しつつある実体」すなわち「価値」の「単
なる一形態」（同）という貨幣把握は，確かに歩一歩進んだものである。そ
して本パラグラフではさらに，その「貨幣」すなわち「反省」により「絶
対的なものにとって外的である」とされた貨幣こそが，「流通から出てき
てふたたび流通にはいり込み，流通のなかで自己を維持しかつ幾倍にもし，
増大して流通からもどってくるのであり，そしてこの同じ循環を絶えず繰
り返し新たに始める」ことを説く。それは「資本」・「G―G’，貨幣を（直接
に）生む貨幣 money which begets money」である――Abraham begot Isaac．が直
系を表わすように「直

接

に

生む」のである――。そうであれば「反省は，それ
が絶対的なものにとって外的であるそのゆえに，直接に絶対的なものにと
って内的である」（１８）。貨幣が直ちに（非媒介的に）貨幣を生む，それが流通
であれば，上述の引き裂かれは揚棄されている。
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（２４）第一節資本の一般的定式 二十四パラグラフ
売るために買うこと，またはもっと完全に言えば，より高く売るために
買うこと，G―W―G’は，確かに，資本の一種である商人資本だけに固有な
形態のように見える Kaufen um zu verkaufen, oder vollständiger, kaufen um theurer
zu verkaufen, G―W―G’, scheint zwar nur einer Art des Kapitals, dem Kaufmannskapital,
eigenthümliche Form。しかし，産業資本もまた，貨幣――自己を商品に転化
し商品の販売によって自己をより多くの貨幣に再転化する貨幣である
Aber auch das industrielle Kapital ist Geld, das sich in Waare verwandelt und durch den
Verkauf der Waare in mehr Geld rückverwandelt。購買と販売との合間に流通部面
の外部で行なわれるであろう諸行為は，この運動の形態をいささかも変え
はしない Akte, die etwa zwischen dem Kauf und dem Verkaufe, außerhalb der Cirkula-
tionssphäre, vorgehn, ändern nichts an dieser Form der Bewegung。最後に，利子生
み資本においては，流通 G―W―G’は，短縮されて，媒介なしのそれの結果
として，いわば簡潔体として，G―G’，すなわちより多くの貨幣に等しい
貨幣，自己自身よりも大きい価値として，現われる In dem zinstragenden Kapi-
tal endlich stellt sich die Cirkulation G―W―G’ abgekürzt dar, in ihrem Resultat ohne die
Vermittlung, so zu sagen im Lapidarstill, als G―G’, Geld, das gleich mehr Geld, Werth, der
größer als er selbst ist。（１９）
＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 七パラグラフ 第四文
絶対的なものが絶対的なものであるのは，もっぱらそれが抽象的同一
性ではなくて，存在と本質との同一性ないしは内のものと外のものとの
同一性であるからである Das Absolute ist nur das Absolute, weil es nicht die ab-
strakte Identität, sondern die Identität des Seins und Wesens oder die Identität der In-
neren und Äußeren ist。
「売るために買うこと，またはもっと完全に言えば，より高く売るため
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に買うこと，G―W―G’」とは，前パラグラフに「G―G’」（それは「重商

主義者
たちの語った資本の記述」であった）とされた循環であるから，「確かに，資本
の一種である商

人

資本だけに固有な形態のように見える」。けれども「産
業資本もまた，貨幣―自己を商品に転化し商品の販売によって自己をより
多くの貨幣に再転化する貨幣である」。すなわち「購買と販売との合間に
流通部面の外

部

で行なわれるであろう諸行為は，この運動の形態をいささ
かも変えはしな

い

」のであって，だから「商人資本」と「産業資本」とは
「存在と本質との同一性」において把握される――「認識の運動は一般に多様
な定

在

のもとに立ちとどまることができない。（中略）反省によって存在は本質として
・すなわちすべての規定されたものと有限なものとがそれのもとでは否定されている
ような存在として規定されるのである。こうして本質は，規定されたものがそれから
外

的

な

仕

方

で

取り去られている没

規

定

的

な

単一な統一である」（p.１６）――。また「利
子生み資本においては，流通 G―W―G’は，短縮されて，媒

介

な

し

の

（直接
的な）それの結果として，いわば簡潔体として，G―G’，すなわちより多く
の貨幣に等しい貨幣，自己自身よりも大きい価値として，現われる」ので
あるから，G―W―G’と「利子生み資本」とは「内のものと外のものとの同
一性」として把握されている――「内のものは自己内反省・内的存在Wesen-
tlichkeitの形式として［あるが］，しかし外のものは他者へと反省した直接態ないしは
非内的存在 Unwesentlichkeitの形式として［ある］」（p.２１０）――。これらのことよ
り「絶対的なもの（資本）が絶対的なものであるのは，もっぱらそれが抽
象的同一性である」からではない。
（２５）第一節資本の一般的定式 二十五パラグラフ
したがって事実上，G―W―G’は，直接に流通部面に現われる資本の一般
的定式である In der That also ist G―W―G’ die allgemeine Formel des Kapitals, wie es
unmittelbar der Cirkulationssphäre erscheint。
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＜大＞ Ａ絶対的なものの開陳 七パラグラフ 第五文
したがって絶対的なものはそれ自身が，それを自己のうちに映現させ
かつそれを規定して属性たらしめる絶対的形式なのである Es ist also
selbst die absolute Form, welche es in sich scheinen macht und es zum Attribut bes-
timmt。
二つのテキストの構文を対比すれば，次の対応関係が浮かんでくる。「資
本」：「絶対的なもの」，「直接に流通部面に現われる」：「直接に自己のうち
に映現する」，「一般的定式」：「絶対的形式」。
そこで『資本論』を『大論理学』にならって書き換えてみる。
資本はそれ自身（G―W―G’）が，それを自己のうちに映現させかつそ
れを属性たらしめる絶対的形式（直接に流通部面に現れる一般的形式）なので
ある。
先には G―W―G（絶対的なもの）がW―G―W（有限なもの）のうちに映現した（十
七パラグラフ）。いま絶対的なものは自己のうちに映現している。すなわち「絶
対的なもの（X０）」（一パラグラフ）である。
かくして，『大論理学』との論理的対応において資本の一般的定式が把
握された。けれどもそれは「直接に流通部面に現われる資本」の一般的定
式であった。だが直接的・非媒介的な現象であれば，それの現象しないこ
ともまた直接に生じうる。すると G―W―G’の一般性（普遍性）とは何である
のか。このような疑念に応ずべく，第二節の叙述が続く――実は「絶対的な
もの」が「絶対的に絶対的なものではない」（二十一パラグラフ）以上，絶対的なものの
探究は当然にまだ続くのであった。その限り，ここに到達した「絶対的なもの」もさ
しあたりのものである。真に絶対的なものと言えば，それは概念であろう――。
注
（１）拙稿「『資本論』におけるロジカル・シンキング」。『資本論』一巻の全体と『大
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論理学』の論理的対応については次のように考える。このうち第一章第一節につい
ては，かつて存在論全体と対応するとの読みを発表したが，ここに修正したい。
『資本論』 『大論理学』 『資本論』 『大論理学』
第一章第一節 度量篇 第十～十二章 概念章
第二節 仮象章 第十三章 判断章
第三節 諸本質態章・根拠章 第十四～十六章 推理章
第四節 現実存在章 第十七章 機械的関係章
第二章 現象章 第十八～十九章 化学的関係章
第三章 本質的相関章 第二十章 目的論章
第四章 絶対的なもの章 第二十一章 生命章
第五章 現実性章 第二十二章 認識の理念章
第六～九章 絶対的相関章 第二十三～二十五章 絶対的理念章
（２）本稿において『資本論』からの引用は新日本新書版テキストからであり，「資本
の一般的定式」節については頁数を省略する。また『大論理学』からの引用は以文
社版テキストからであり，その２巻からの引用は頁数のみを記した。なお同版は初
版訳なので，存在論からの引用は岩波版を用いた。
（３）筆者の専門は言語哲学であり，本稿もその予備研究の性格を有する。そこで注
において言語に関説する機会をもちたい（ソシュールやウィトゲンシュタインが『大
論理学』および『資本論』に多くを負っていることは間違いない）。「貨幣の資本へ
の転化」章は，ソシュール「第二回講義」の１２月２１日分の一部およびウィトゲンシ
ュタイン「ノルウェーでムーアに対して行なわれた口述」と論理的対応を有してお
り，また１２月２１日分の残りの部分すなわち『大論理学』「現実性」章・「絶対的相関」
章に対応する部分は，『論理哲学論考』と対応関係にある。
（４）「○○の最後の産物が△△の最初の現象形態である」ことは言語においても重要
な意味をもつ。「honor が hono¯s に取って替わりうる競争者となる前には，さいしょ
の話手がこれをその場で作り，他人がこれを模倣し，反復し，ついにこれを慣用せ
ざるをえなくすることが，必要であった Avant que honor devienne un concurrent susceptible de
remplacer hono¯s , il a fallu qu’un premier sujet l’improvise, que d’autres l’imitent et le répètent, jusqu’à ce-
qu’il s’impose à l’usage」（ソシュール『一般言語学講義』p.２３５）と説かれる通時的変化にお
いて，「ついに［最後に］これを慣用せざるをえなくなった」honor こそは，新しい
共時態の「最初の現象形態」だからである。
（５）W―G―Wに対する G―W―Gの位置が前者の nebenであるという表現は，『哲学探
究』の次の叙述と呼応して興味深い。論理的な通底が認められようからである（拙稿
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「『哲学探究』と『大論理学』との論理的対応」）。
言語表現の現実的な適用において，われわれはいわば回り道 Umwegをして裏通
り Nebengassenを行く。その間，われわれはなるほどまっすぐな広い街道 Straße
を自分の前に見ているのだが，しかしその街道が永久に閉鎖されているため，
もちろんそれを利用することができない。（４２６節）
（６）「はじめにはそれ（相関の概念）が含んでいる同一性はまだ完全でない。おのお
のの相対的なものがそれ自身のもとで総体性であるが，この総体性はやっと内的な
ものである」。（p.１９３） このことが本質的相関にあるW―G―Wと G―W―Gについても
言える。なお同一性の不完全については，前パラグラフに対応する『大論理学』の
叙述にも「本質的相関は相関としてまだこの自分の同一性へと還帰していない」と
あった。
（７）「回り道 Umweg」ということからここでもウィトゲンシュタインに触れておこう。
注５に引いた『哲学探究』４２６節の先立つパラグラフは次の叙述である。
或る映像が呼び起こされ，それが誤

解

の

余

地

な

く

eindeutlich意義を規定するよう
に映現する。現実の適用は，その映像がわれわれに示す適用に対して，不純な
ものであるかに映現する。そこでは集合論の中でと同じことが再び起ってい
る：［すなわち］表現の仕方が神に合わせて作られているように映現し，その
神はわれわれの知りえないことを知っている。彼は，無限数列の全体を見，ま
た人間の意識の中をお見通しなのだ。われわれにとっては，もちろんこうした
言表形式はいわば礼服であり，なるほどわれわれはそれを着てはいるが，しか
し，それによって多くをなすことはできない，こうした衣服に意義と目的を与
えるであろう真の力がわれわれには欠けているからである。
ここでは集合論の例が理解しやすい。生徒が自然数に２を足すよう指示され，
「９９６ ９９８ １０００ １００４ １００８」と答える。教師の指示を「１０００までは２を，２０００
までは４を加える」と理解したからである。無論教師は神ではないので「無限
数列の全体を見，人間の意識の中を見通す」ことができず，「２０００までは４を
加える」という理解は彼の想像を超えていた。だから「２０００までも２を加える」
とは指示しなかったのである。経験に学んだ教師が「２０００までも２を加える」
と新たな指示を付加してもさして有効でない。生徒は「１９９６ １９９８ ２０００ ２００６
２００９」と答えるだけである。つまり教師は「＋２」を誤解の余地のないものと
考え（「礼服」），生徒のゲリラ戦に対しても「１０００まで２を加える」・「２０００ま
で２を加える」等々あくまで「形式区別」において応対し続けるのである（こ
れに対し『哲学探究』での「回り道をして裏通りを行く」がどのように「ばか
げた無内容なもの」でなくなるか，拙稿「『哲学探究』と『大論理学』との論
理的対応」を参照されたい）。
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（８）この引用を注４に引いたソシュールの叙述と対比されたい。特に「慣習」：「慣
用」，「反復」：「反復」に注目。
（９）「有限なものが，没落することのなかで，絶対的なものへと関係づけられている
・ないしは絶対的なものを自分自身のもとに含んでいる」ことの言語における例と
して，注４に見た hono¯s→honor の通時的変化を挙げることができる。「hono¯s は，没
落する（「その場所を追われる」）ことのなかで，絶対的なもの（ラング）へと関係
づけられている・ないしは絶対的なものを自分自身のもとに含んでいる」からであ
る。
（１０）通時的変化と共時論的法則を統一的に把握するのも同じ論理である。honor の最
初の聞

手

がこれを hono¯s のいわゆる「あやまった類推」（『一般言語学講義』p.２２７）と
して理解しうるのは，「honor―尺度―hono¯s」―ソシュールの「言の循環 le circuit de la
parole」（同 p.２３）。ソシューリアンの国語学者森重敏にならえば「話手―内面の聴手
（語手）―聞手」―において honor・hono¯s が「自分を超出して没度量の中へ追いや
られ」，それまでの「話手（hono¯s）―尺度―聞手（hono¯s）」という排他的度量が没
度量になるからである。そして「食べられる→食べれる」を例に一人の話手が通時
的変化を体験することを考えると理解が容易になるが，そこでは「話手（食べられ
る）―内面の聴手（語手）―話手（食べれる）」といういわば話手の内なる対話が行
なわれ，それゆえ「話手（食べられる）―内面の聴手…内面の語手―聞手（食べれ
る）」という「無限性」が「内面の聴手（語手）」に認められるのである―両極が話
手・聞手であるように，「内面の聴手（語手）」の無限性は異なる個人間の言語交通
と共通である―。なお『大論理学』C没度量一パラグラフは『哲学探究』２９３～９５節
と論理的に対応する。「各人がもつ箱」は当初の「排他的度量」であり，「カブトム
シ」と呼ばれる或るもの Etwasは「絶えず変化する」ところの「或るもの，または質」
である。語「カブトムシ」が「一つの慣用」をもつことは度量の「没度量」として
の把握であり，「話手（食べられる）―内面の聴手…内面の語手－聞手（食べれる）」
と同様「箱の中」（両極）がどうあろうと，言語ゲームは遂行される。ただしこの場
合「言語ゲーム」とは論理的命題であり，森重説に謂う論理的格関係である。「食べ
れる」が「慣用せざるをえなくなる」段階では「話手（食べれる）―内面の聴手…
内面の語手―聞手（食べれる）」の排他的度量であり，しかしそれが「内面の聴手…
内面の語手」において無限性であるのだから，ここに論理的格関係とそれ以上以外
の係結的断続関係とが把握されるであろう。だが論理のかかる展開はまだ先のこと
である。
（１１）ここで度量に触れたごとく，本章第一節は度量篇との論理的対応を有している
と考えられる。本パラグラフ以後の対応関係を一覧すれば次の通り（各欄の数字は
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パラグラフ番号）。
『資本論』 度量篇  
 C没度量  第三章A絶対的無差別
  	 B両因子の逆比例としての無差別

   C本質への推移
 
（１２）この「繰り返し」は，言語において注４で触れた「反復し，ついにこれを慣用
せざるをえなくする」に対当する。
（１３）媒概念曖昧の虚偽についてカントは次のように説く。「大前提において問題にな
っている存在者は，一般にあらゆる観点から考えられることのできる存在者，した
がってまた直観において与えられうる通りに，考えられることのできる存在者であ
る Im Obersatze wird einem Wesen geredet, das überhaupt in jeder Absicht, folglich auch so wie es in der
Anschauung gegeben werden mag, gedacht werden kann。けれども小前提において問題になっ
ている存在者は，思考および意識の統一にかんしてのみ自己自身を主語と見なすが，
しかし同時に直観にかんしては，すなわち存在者がそれによって思考に対して客観
として与えられる直観にかんしては，自己自身を主語と見なすことのない存在者に
すぎない Im Untersatze aber ist nur von demselben die Rede, so fern es sich selbst, als Subjekt, nur rela-
tiv auf das Denken und die Einheit des Bewußtsein, nicht aber zugleich in Beziehung auf die Anschauung,
wodurch sie als Objekt zum Denken gegeben wird, betrachtet」（『純粋理性批判』上 p.４７６）。さらに
注では，「後者（小前提）においては，物

ではなく思

考

が問題になっており（という
のは，すべての客観が度外視されているから indem man von allem Objekte abstrahiert），こ
の思考においては，「私」がつねに意識の主体の役を果たしている」と付記する。こ
のとりわけ小前提に関する叙述と，『大論理学』の叙述「それだからこの開陳する運
動はたしかにこの運動がそれへと帰

っ

て

ゆ

く

絶対的なものへのそれの関

係

によって
は絶対的な行いであるが，しかし絶対的なものにとって外的な規定であるこの運動
の出

発

点

に関しては［絶対的な行い］でない Dieses Auslegen ist daher zwar absolutes Tun durch
seine Beziehung auf das Absolute, in das es zurückgeht , aber nicht nach seinem Ausgangspunkte, der eine
dem Absoluten äußerliche Bestimmung ist」とを対比すれば，両者の論理の同一であること
が分かる。そしてウィトゲンシュタインもまた両者の思想に忠実であった。「Mは物

である，ということは語

ら

れ

る

ことができない That M is a thing can’t be said；それは無
意義である it is nonsense：しかしシンボル “M”によって何

か

が示

さ

れ

る

but something is
shewn by the symbol “M”。」（「ノルウェーでムーアに対して行なわれた口述」p.１０９）
さらに一言し，カントの「すべての客観が度外視［捨象］されている」と「商品
流通の素材的内容を度外視する wir sehen vom stofflichen Inhalt der Warrncirkulation ab」（二パ
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ラグラフ）の同一を指摘しておこう。つまりカントの提起した問いに答えることが，
すなわち「この過程の最後の産物」たる「貨幣」はいかに「資本に転化するか」の
把握なのである。
（１４）貨幣と商品とは，上には「貨幣は価値の一般的な実存仕方 Existenzweise」・「商品
は価値の特殊な実存仕方」と，その「機能」において一般的・特殊的と把握され，
これに対してここではその「形態」においてともに「特殊な現象諸形態」である。
そしてこの二つの把握が揚棄されて「価値の自己増殖」すなわち「貨幣の資本への
転化（転換）」である。かかる論理の展開は言語におけるそれと同じであろう。
（１５）同一の論理を言語事実に探ってみよう。少壮文法学派が「音法則に例外なし Aus-
nahmslosigkeit der Lautgesetze」というテーゼを掲げたことは周知のところである。例え
ばドイツ語の曲用「○a△/○ä△e」（Gast/Gäste・Kranz/Kräanze）について，古語 gast
/gasti の複数語末「-i がウムラウトを生じた，つまり先行音節の a を e にかえる結果
をきたした。ついでこの-iがその音色をうしない，gasti→geste，etc．となった」（『一
般言語学講義』p.１１８）と主張する。ただし，Gast/Gäste と Kranz/Kränze とが異なる由
来であることは少壮文法学派も承知しているから，前者に音法則を見出し，「一見例
外のように見える」（同 p.１３１）後者は類推によって説明するのである。このとき音法
則「-i がウムラウトを生じた」は単数が「○a△」と規定された語における絶対的な
もの・属性である。なぜなら「○a△」の曲用は「他（類推）に於て，自ら（音法則）
に依つてである ens in alio et per se」（『「存在の論理学」研究』p.３５２）という，媒介された
絶対的なものであるから。Kranz/Kränze は生まれは違っても，その内面（共時態）
において立派な音法則ということになる。
（１６）前注に引き続き言語事実に例を求める。「○a△/○ä△e」の音法則は「○a△の a
は複数では ä とな

る

」（『一般言語学講義』p.１３５。傍点は引用者）と表現されることがあ
るが，これに対してソシュールは「いまだかつて…「なった devenu」ためしはない」
（同）と断ずる。通時的変化（音韻変化・類推）と共時論的事実（曲用）の混同を戒
めるからである。音韻変化「-i がウムラウトを生じた」にしても tragit→tregt では動
詞屈折に作用している。それゆえ gasti→geste・tragit→tregt の gasti・tragit（古高独
語という共時態）および geste・tregt（中高独語という共時態）は「基体（ラング）
の上に精々空しい区別として措定されたものにすぎない」が，「けれども，この空し
い区別こそ，結果としての無差別（独語なるラング）そのものなのである」。そして
ラングもまた「gasti と geste との通時的関係を表わす代わりに，いわば自己自身にた
いする私的な関係にはいり込む」，共時論的法則である。それは「その秩序 ordre［共
時態］における事実」（同）であって，そうであれば「geste が生まれそして geste に
よって gast が生まれる」，vice versa，曲用はこれであり，構文法はすべて同様の把
握である。gast/gasti に代わる gast/geste の曲用が，後者を「反復し，ついにこれを
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慣用せざるをえなくする」ことによってであることは言うまでもない。それゆえ注
１３に再掲した『大論理学』の叙述に準えれば，「この開陳する運動（gast/geste）はた
しかにこの運動がそれへと帰ってゆく絶対的なものへのそれの関係（反復し，つい
に慣用する）によっては絶対的な行い（共時論的に合法則的 regelmäßig）である」。な
お注１８も参照。
（１７）本パラグラフの三箇の文は度量篇第三章 B両因子の逆比例としての無差別の１
～３に対応する。
（１８）言語事実に即してもまとめておこう。
Nacht の a は複数の Nächte において ä に変ったというのは，はなはだしい誤
りである。そういっては，一の辞項から他へ移るあいだに，命令的原理によっ
て規定された変容が介入するかのような錯覚を与える。じつは，われわれの扱
うものは，たんに音韻進化に由来する形態の対立なのである。もっとも類推が，
同様の音的差異を呈する新しい対を作りださないとも限らない。そのときくだ
んの法則は，有無をいわせず慣用を変更せしめる規則として，適用されるもの
のように思われる。しかしながら，言語においてはそうした転換 permutationは，
反対の類推的影響にも動じやすいことを忘れてはならない。この一事は，この
種の規則がつねに一時的のものであり，共時論的法則の定義に完全にこたえる
ことを，示して余りあるものである。（『一般言語学講義』p.２２３）
（１９）本パラグラフの四箇の文は度量篇第三章 C本質への推移の四つのパラグラフに
対応する。
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